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B/bczﾉｾHbz4scにおいてEstherの人生が語るもの

船橋麻由美

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

ＥｓｔｈｅｒＳｕｍｍｅｒｓｏｎｉｓｏｎｅｏｆthetwonalTatorsinBH2nhHb2dse、Her

storyisautobiogTaphicaland，thus,differentfromthatoftheother，

omniscientnaITator，Ｗｅｌｅａｍｆｍｍｈｅｒｓｔｏｒｙｈｏｗｓｈｅｈａｓｆａｃedher
life

Sheisloving，patient，andsubmissiveIbut，ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，
strong､willedShenevercompIainsaboutherfate,ｂｕｔｔＴｉｅｓｔｏｏｖｅｒ‐

comediHicuItiesinherquiet,sensitiveway,whenevertheycomeSuch

apositiveattitｕｄｅｔｏｗａＴｄＩｉｆｅｗｈｉｃｈｉｓｋｎｏｗｎａｓ“self-help,，，was
prevalentinthenineteenthcentury,

Seeingeventsthroughtheself・helpnarrator，seyes,weaccordingIy
judgetheothercharactersbythemotto，ａｎｄunderstandhowthey
succeedorfailintheworlddominatedbyChancery,whichsymbolizes
acIosed,self-contradictoryworId．

Ｉ

Ｂ/m6Hbzdse（1852-53）では，「全知」の語り手（"theomniscientnarra

tor"）の現在形で語り進められている物語と，EStherSummersonが過去
を振り返り語る物語が交差しながらプロットを展開している。このうち

Estherの方は，出来事を見たまま語る役割を担っている。彼女が"Ihavea

greatdealofdiflicultyi、beginningtowritemyportionofthesepages''1
と語り始めた時，彼女の「割り当て分」とは，出来事をじっと観察し，そ

れをできるだけ率直に読者に伝えることであった。つまりわれわれは，
Estherの目を通して物事を眺めているのである。

このようなEstherの語りは，前作のＤａＤｉｔｆＣｂ'PC躯〃（1849-50）の手
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法と同じである。EstherもDavidも，人生の過去のある点から「現在｣に

至るまでを振り返り語っているのだ。しかし共に自伝的な形式をとりなが

ら，EstherとDavidの物語には大きな違いがある。Davidが常に｢現在」

の自分を意識しており，当時の事件の結末を暗示し予告しながら物語を進

めていくのに対し，Estherはほとんど後知恵（"hindsight"）なしに語って

いるのである｡zEstherのこの態度は，作中のもう一方の語りともちろん

関係がある。つまり彼女は出来事がどのような結末を迎えるかをすでに

知っている立場でありながら，「全知」の語りとの対照を生み出すために，

自分がその当時に実際経験したことや考えたこと以外のものに対しては無

知でいなければ強らなかったのだ｡s

EstherとDavidの語りの性質の違いは,そのまま二つの作品の違いにも

なっている。α"超Ｃｍｐｅ”〃ではDavidが中心であるが，ＢＩＢ［ZUWD2use

のEstherは，語り手であると同時に多数の登場人物のひとりであり，大き

な力にあやつられる駒のひとつにすぎない。逆に考えると大勢の人物たち

の中から彼女が作品の語り手に選ばれたということになる。このことは，

単なる偶然なのだろうか。

Estherは，彼女をめぐる一連の事件に関しては重要な人物である。ＷＪ・

Harveyの述べるように彼女が語る物語によってわれわれは，隠された事

実やばらばらに思われた事件の繋がりを知るのである｡‘しかし語り手と

してEstherが果たす役割はそれだけでなく，彼女の人生そのものが作品

の主題と深い関わりを持っているのである。

彼女の生き方は，作品で重要な意味を持っている。ここでいう｢生き方」

とは，彼女がどのように人生を歩んできたか，そしてそれがEsther個人だ

けでなく，語り手として作品にどのように関与しているかということであ

る。彼女個人の心情や心理の複雑さは本稿では取り上げないという前提で

論を進めていく。EstherSummersonという名が象徴的な意味を持つよう

に,ｓ彼女の人生そのものも象徴的にひとつのパタンを持っているからで

ある。EStherの存在を作品中のひとつのパタンとして捉えれば彼女の人生

が作品の中でどのような意義を持つか，あるいは彼女が作品の語り手であ

ることの必然性は何かといった問題が明らかにされるのである。

II

Estherは，Dickensの生み出したヒロインの中では恐らく最も活動的な
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女性である。彼女は，馬車であちこち旅をすることを厭わず，小間使の
CharIieを伴って街中を歩きまわることを苦にしない。またLadyDedlock
の失除の跡をBucket警部と辿る場面では，単に辛抱強いだけのヒロイン
とは遮った意志の強さを感じさせる。悪天候をついて夜通し馬車で駆けま
わった時に彼女が経験した不安と緊彊は，並み大抵のものではなかったは
ずである。しかし彼女はその試練に気丈に耐えBucket警部から,あなたは
模範的な行動をする女性だと誉められる。

Ｉｎｅｖｅｒｓｅｅａｙｏｕｎｇｗｏｍａｎｉｎａｎｙｓｔａｔｉonofsociety-andl，veseem
manyelevatedonestoo-conductherselflikeyouhavecollll1征ted

yourself…You,｢eapattern,ｙｏｕｋｎｏｗ,that，ｓｗｈａｔｙｏｕａｒｅ…．
（ChaPLIX,ｐ､801）

もちろんEstheTが持ち合わせていたのは，行動力，忍耐力,意志の強さ‘
だけではない。家を切り盛りする能力も身につけていたのである。彼女は
Ｂ必zUbHb…の中で唯一の申し分ない｢主婦｣なのだ。Mrs・JeUybyやMrs、
Pardiggleは論外だが，AdaClareやCaddyJellybyはEstherから家事の
こなし方を学ぼうとする。またEstherは病床のCaddyを見舞ったり,訴訟
で身を磨り減らしていくRichardCarstoneを諌めたり,Richardと結婚し
たＡｄａを元気づけたり，自ら進んで他の人たちのために動きまわってい

る。彼女は人びとから慕われ，彼らに安らぎを与えるやさしい気立ての女
性として描かれているのである。

以上のようにEstherがいかに申し分のないヒロインであるかは，彼女
の美点を挙げてみると容易に理解できる。彼女は常に人から信頼され愛さ
れている。しかしわれわれは，彼女の美点が厳しい自己反省から生まれて
いることを見落してはならないのである。彼女は苦もなく完壁な女性に
なったわけではないのだ。彼女は辛いことや動揺することに出会う度に，
自分を叱り励ましている。そして反省し，自分を改善しようとするのであ
る。この前向きな態度にこそ，彼女の其の強さが隠されているのだ。
B2BahHbzdseにはEstherの他にも,前向きに自力で人生の梯子を登ろう
と努力した女性たちが登場している｡その筆頭は,やはりLadyDedlockで
あろう。彼女は「美貌，自尊心，野心，傲然たる不屈さ，そして大勢の上
品な賀婦人方に分け与えることができるほどの分別」（Chapll，ｐ・10)と
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いったもので上流社会に君臨することになったのだ。CaddyJellybyも自

分の人生を切り開いていった女性である。彼女は，アフリカ原住民への慈

善事業しか眼中にない母親のせいで惨めな毎日を過ごしていた。しかし自

らを高めようと通い始めたダンス教室の教師と恋に落ち，やがて彼と結婚

し，新しく充実した生活を送るようになる。またChesneyWoldの館の家

政婦MIsRounceweuは，今でこそSirLeicesterDedlockの信も篤く，

館の家政一切を任されているが，元はといえば一介の食品貯蔵室の女中に

すぎなかったのである。

このような女性たちの生き方を見ると，彼女たちの人生への意欲に驚か

される。もちろん高い地位を手に入れたり働いたりしている女性たちは，

Dickensのこれまでの作品でも何人も描かれている。しかしそれはあくま

で彼女たちがそのような状況に皿かれたためであって，自ら種種的な意志

を持ち，より良い新しい状況で生きようとした女性はいないのである。例

えばKateNicklebyは，生活に困らなければ帽子屋でお針子をしたであろ

うか。またA2mesWicklie1dも父の破産がなければ，塾を開いて少女たち

を教えることもなかったはずである。

－方EstherやLadyDedlock，Caddy，MrsRouncewellはそれぞれが

出発点を持ち，そこから身を起こしてきたのである。決して偶然や成り行

きではないのだ。自力で生きる場所を切り開いていく彼女たちの生き方は，

まさにselfhelp(｢自助｣)の精神を感じさせるのである。とりわけ語り手

Estherの歩みを振り返ってみると，われわれは彼女がself・helpの精神を

持って生きていることに気付くのである。

しかしEstherの人生を辿る前にＢﾙﾋﾞｚｈＨｂ雄eではself､ｈｅｌｐの精神が

どのような形で表われているかに目を向ける必要がある。

JohnJamdyce（以下Ｍ｢Jamdyceとする）は，Ａｄａと愛し合っている

ことを打ち明けたRichardに助言を与える。神の摂理と自己の努力とで身

を立て愛憎を勝ち得なければならない，たとえ才能に恵まれていても熱心

に取り組まなければ何事も成し遂げられないし，まして運を頼むようなこ

とがあってはいけないと説くのである。

Rick,theworldisbeforeyou；anditismostprobabIethatasyou

enterit,soitwillreceiveyou、TmstinnothingbutinProvidence

andyourownefforts.…Constancyinloveisagoodthing；ｂｕｔiｔ
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meansnothing,andisnothing,withoutconstancyineverykindof

efforLIfyouhadtheabilitiesofallthegTeatmen,pastandpresent，

youcoulddonothingwell,withoutsincerelymeaningit,andsetting

aboutit、Ifyouentertainthesuppositionthatanyrea1success,in

greatthingsorinsmaU,ｅｖｅｒｗａｓｏｒｃｏｕｌｄｂｅ,ｅｖｅｒｗｉｌＩｏＴｃａｎｂｅ，

wrestedfromFortunebyfitsandStarts,leavethatwrongideahereD

orIeaveyourconsinAdahere．（Chap,XIII,ｐ､180）

AlexanderWelshは，「神の摂理」を信じ｢運」を当てにしてはならないと

述べられていることに注目してＭ｢・Jarndyceの言葉は，“Protestant

ethic，,を思い起こさせると指摘している｡？わざわざMaxWaberの「プロ

テスタンテイズムの倫理と資本主義の輔神」を持ち出すまでもなく，Ｍｒ、

Jamdyceの言葉はまさに当時中産階級に浸透していたseIfhelpの精髄を

言い表わしているのである。

GeorgeHFordは，Ｂ上α々Hb8dseではChancery(大法官裁判所)に対す

る風刺や批判のため作品の重要な点を見極めることが困難になっていると

述べている。

Thegreatopeningchapterandthelatersustaineddeve1opmentof

theaｔｍｏｓｐｈｅｒｅｏｆｆｏｇａｎｄｒａｉｎａｒｅｓｏｃｏｍpellingthattheymay

shiftourattentionawayfromwhatisthecent｢alconcemofthis

novel,whichisnotmerelytoexposeChancerymalpracticesbutto

illustTatethenatureoftruesuccessandfailureinmodemsociety､８

成功と失敗の本質を示すことが作品の主題であるとする彼の指摘は，作品

の解釈に新しい観点を与えてくれる。先に引用したMrJamdyceの言葉
も単に年長者が若者にする説教ではなく，作品の中心となる理念を言い表

わしたものといえるのである。事実われわれは，登場人物たちがこのself‐

helpの精神の有無で成功したり失敗したりするのを見るのである。

Ｆｏｒｄに拠ると,abqUbHbzdseの登場人物たちはおおむね次の二つの型に

分類できる。ひとつは"thededicated，hardworkingself-madeprofes・
sionals"であり，いまひとつは、“theselfishorweak-wUledindolent

amateurdabblers"である｡。前者にはA11anWoodcourt,Mrs・Rounce.
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wellの長男それにGuppyなどが属し，後者にはHaroldSkimpoleや
Richardなどが当てはまる。このようにBJeuzAHbzuseではself､helpの精神
が登場人物たちの生活を支配しているのである。この観点からRichardの

破滅を捉えてみると，単にChanceryがもたらした悲劇として片付けるわ

けにはいかないことがわかる。つまり訴訟にのめり込んだのは，ChanceIy
という世界を生き抜くために必要なseIfhelpの精神が彼に欠けていたた
めといえるからである。

ここで話を再びEstherに戻す。彼女がselfｈｅｌｐの精神を持つ女性であ

ることは，先に述べたとおりである。その彼女がBLBajMYbwseの語り手で

あることは,作品をselfheIpという枠で眺めることに他ならない｡Richard

はEstherに"IwishtoTepresentmyselftoher〔Ada〕throughyou'，
(ChapXXXVII,ｐ､527)と語るが，われわれはRichardだけでなく，彼女

の目を通して描かれている人物を，各人に応じた努力と成果で受けとめて
いるのである。

しかし霧と雨で象徴されているように閉ざされたChanceryの世界で，

seIf-helpが登場人物たちの位圃付けをしているというのは，いささか場違

いの感じがしないでもない。ＳａｍｕｅｌＳｍｉｌｅｓに拠るとselfhelpとは
"industry''(｢勤勉｣)，“thrift,'(｢倹約｣)，“perseverance"(｢忍耐｣)，“self・

improvement”(｢自己陶冶｣)で他からの助けを借りずに人生を切り開いて
いくことである。現状から脱して自分の掲げる目標へ向かって進んでいこ

うとする心意気なのだ｡それは逃げ場のないChanceTyの世界とは,一見無

縁な信条である。Chanceryの世界では人は時間と金を浪費し，むなしい希

望だけにすがらなければならないからだ。しかしそのように人を堕落させ
る世界を,相反するself､helpの精神で測ることによって,Chanceryの持つ

邪悪さや矛盾，あるいはChanceryに関わりを持つ人びとの努力，無気力，

成功，失敗などが一周明らかになるのも事実なのである。またselfhelpと
いう基準を設けることで，Chanceryの世界で生きるにはどうすればいい

のかが理解できるのである。

それでは作品の語り手となっているEstherの場合はどうだったのだろ

う。Chanceryという限られた世界の中，しかも制約の多い｢女性｣なので

ある。彼女はどのように人生を成功に導いていったのだろうか。
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IⅡ

後に明らかになるように，EstherはIZldyDedlockの娘である。彼女は

若い軍人との恋に落ち,未婚のままでEstherを生んだのだ｡LadyDedlock
の姉MissBarbaryはこれを恥とし，生まれ落ちた赤ん坊を死んだと偽っ

て引き離す。以後MissBarbaryはEstherには両親のことを一切教えず，

それどころか自分は伯母ではなく"godmother'，（｢養母｣）ということにし

て彼女を育てたのだ。その育て方は非常に厳格なものであった。EStherは

両親のこと，特に母親のことを知りたく思うのだが，養母の表情に何も尋

ねてはいけないと子供心にも感じる。やがて彼女は，自分と他の少女たち

とが違っていると悟り始める。彼女たちは皆，誕生日を家で祝っているら

しいのに，EStherにとっては自分の生まれたＢが一年で一番悲しい日だっ

たのだ。ただでさえ厳しくつれない養母が，Estherの誕生日には暗い眼差

しに「お前は生まれてこない方が良かったのだ」という残酷な意味を込め

ているのを感じたのである。ある日堪えられなくなってすがるEstherに

養母は冷たく「お前の母親はお前に恥を与えることになり，お前は母親の

名誉を傷つけたのだ」と言い放つ。更に養母である自分がその為にどれほ

ど苦しんだかを語り,幼いEstherの心を凍りつかせる。この日以来Esther

は，自分の存在が他の人に暗い影を投げかけているという辛い自覚を持つ
ことになるのである。

しかしその自覚の為に，餐母の次の言葉がEstherの胸により鮮明に刻
み込まれることになったのだ。

Submission,seIfdenial,diligentwork,arethepreparationsforlife
begｕｎｗｉｔｈｓｕｃｈａｓｈａｄｏｗｏｎｉＬＹｏｕａＴｅｄｉｆferentfromother

children,Esther,becauseyouwerenotborn,Iikethem,incommon

sinfulnessandwTath．（ChaplII,ppl7-18）

そしてこの言葉はEstherの生き方を決定づける言葉になるのである。彼

女はこの後，常に"mdustTious,contented,andkindhearted,ａｎｄｔｏｄｏ

ｓｏｍｅｇｏｏｄｔｏｓｏｍｅｏｎｅ,andwinsomelove,'(Chap,IⅡ,pl8)であろうと

努力する。彼女の表現を借りて彼女が外の世界から遮断された「おとぎ話

のお姫機のように育てられた」とするならば，彼女はこの時残酷な"go｡‐
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mother',によってまさに呪文をかけられたといえるだろう。しかし皮肉な

ことにEstherの孤独な幼年時代と養母の冷たい言葉が，「勤勉｣，「倹

約｣，「忍耐｣，「自己陶冶」といったself-helpの精神を彼女に植えつけ，後

の幸福な人生へ彼女を導く契機となったのである。

Estherが14才になるかならぬうちに養母が急死し，彼女は厳しかった養

母が実の伯母であったことを知らされる。だが財産は残らなかったので，

彼女はひとりで生きていくことを余儀なくされた。身寄りもなく一文無し

になってしまったのである。しかしEstheTにとって非常に幸運なことに，

彼女の後見人になろうという人物が現われたのである。MrJamdyceが，
顧問弁護士を自分の代理としてEstherのもとに送ったのだ。

保護者のない貧しい少女たちは，同じ立場の少年たちよりも弱い立場に

あった。当時少女たちは，どのような境遇に置かれてもそこから逃げ出す

ことはできず，運命と諦めるしかなかったのである。Skimpole家を例に
とってみよう。Skimpole家には６人もの子供がいたが家に残っているの

は娘たちだけである。息子たちは，父親のだらしない家から折を見ては逃

げ出したのだ。少年たちには，幸運を探し求めるという夢と可能性が残さ

れていたが，少女たちが家を出て自分の力を頼みに新天地を求め幸福にな

る可能性はほとんどなかったのである。

MrJamdyceは，Estherが無事に成長していくのに極めて重要な役割

を果たしている｡Estherが彼を"guardian''と呼んでいることからもわかる

ように，彼の保護があったからこそEstherは惨めな境遇に身を落とさず

にすんだのだ。ＡＥＤｙｓｏｎの言うようにＭｒ・Jamdyceがいなければ，彼

女は良くて"govemess,,，最悪の場合にはＪｏのように社会の中で根無し草

の惨めな生活を送らなければならなかったのであろう｡Io

Readingの学校で６年過ごした後，EstherはＭｒ・Jamdyceに呼び寄せ

られる。彼が後見することになったＡｄａの話し相手に選ばれたのだ｡彼の

屋敷BleakHouseでEstherは平和に藤らす。家中の鍵を預けられ，家政

一切を任せられるのである。しかも雇われの身ではなく，B1eakHouseは

孤児の彼女にとって落ち着くことのできる家庭になったのだ。“govem
ess,，になって働くことを思えば，彼女がいかに幸運だったかわかるのであ

る。その後Estherは，彼女を知る人びとから愛され，ついには秘かに恋心

を抱いていたA11anWoodcourtと結婚し幸福に暮らすことになるのだ。

もちろんEstherの人生も順風満帆であったわけではない。成功物語の
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ヒロインであるためには，幸福へ辿りつくまでに試練をくぐらなければな

らない。彼女にもそういった試練が待ち受けていた。ひとつはＪｏから伝染

した天然痘によって容貌が変わり果てたことである。そのため彼女は－度

はＡＩＩａｎへの想いを断ちＭｒ､Jamdyceの求婚を受ける決意をすることに

なる。またRichardの堕落を見ながらも，彼に訴訟を思いとどまらせるこ

とができないと感じる無力感。あるいは出生の秘密を知り，自分の存在が

母を苦しめ追いつめているのだという恐れ。彼女は，このような障壁を乗

り越えていかなければならないのだ。

辛い事がある度に，Estherは自分の義務に忠実であろうとし，挫けそう

になる自分を叱り励ますのである。彼女は最終的には幸福を手に入れる。

しかし彼女の幸福は，ただ受身で従順であることに対する報酬として運命

によって与えられたものではないのである。彼女は自分の努力によって幸

福を手に入れたといえるのだ。

Estherが幸福を押しつけられたのではないことは，彼女が想いを寄せる

AIlanが貧しい青年であることに象徴的に描かれている。当時彼女のよう

な寄る辺のない娘たちが望み得る最高の幸福とは，裕福な男性と結婚する

ことであった｡Ａｌｌａｎの母親とEstherの次の会話にそれがよく表われてい

る。

‘ShaUltellyouwhatlalwaysthinkofyou,ａｎｄｔｈｅｆｏＴｔｕｎｅｙｅｔ
ｔｏｃｏｍｅｆｏｒｙｏｕ,ｍｙｌｏｖｅ?,saidMrsWoodcourt．

‘Ifyoubelieveyouareagoodprophet,，ｓａｉｄ１．

Why,thenitisthatyouwiUmarrysomeone,veryrichandvery

worthy,mucholder-fiveandtwentyyears,perhaps-thanyour‐

selfAndyouwillbeanexceUentwife,andmuchbe1oved,andvery
happy.,

‘ThatisagoodfoItune,，ｓａｉｄＬ‘Ｂｕｔｗｈｙｉｓｉｔｔｏｂｅｍｉｎｅ?’

‘Ｍｙｄｅａｒ,,sheretumed,`the｢e，ssuitabilityinit-youaresobusy，

andsoneat，andsopeculiarlysituatedaltogetherthatthere，s

suitabiIityinit,anditwillcometopass….,（Chap・ＸＸＸ,ｐ､414）

一時はMrs・Woodcourtの予言通りの人物MrJaTndyceと結婚するかの

ように思えたEstherだが，結局ＡＵａｎと結ばれる。彼自身,独力で道を切
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り開いていこうとするself・helpの若者なのである。このこと自体,Esther

が女性の伝統的な幸福物語のパタンに背をむけていたことに他ならないの

である。

Esthe｢が控え目ながらいかに人生と薇極的に向き合ってきたかは，

Adaの人生と比べてみれば一層明らかであろう。Ａｄａも孤児としてＭｒ・

Jamdyceのもとへ引き取られたのである。しかし彼女はEstherと違い

Ｂ】eakHouseへ来る以前も幸せな不自由のない悪らしをしてきたのだ。

人を信じて疑わない金髪碧眼の美しいＡｄａは，やがてRichardと愛し

合うようになり秘かに結婚する。彼女は，堕ちていく一方のRichardとの

貧しく惨めな生活を，できるだけ明るくしようと努める。夫の支えになろ

うと健気に尽くすＡｄａだが,Richardのすさんだ生活を改めることはでき

なかった。Richardは，JarndyceandJamdyce訴訟の判決に打ちひしが

れ，彼女に感謝の言葉を残しこの世を去る。

これは訴訟に巻き込まれた，愛し合う若い男女の悲劇である。しかしそ

れだけでなく，別の意味も読み取ることができるのだ。つまり大切に育て

られた世間知らずの申し分なく美しい女性でも，夫や家庭に献身的に尽す

だけでは，もはや幸福な生活を手に入れることができないのである。BleZzA

Hb24seでは，美しさや気立ての良さだけで報いられる従来のパタンは見出

せない。確かに女性の幸福が家庭にあるという考えは変わっていない。し

かし自分の努力によって人生を生きていく姿勢がなければ，家庭での幸福

も得ることはできない｡女性たちにもself-helpの繍神が要求されているの

だ。そしてＡｄａの不幸な結婚も，self-helpの糟神を彼女が持たない故に起

こったものといえるのである。

これまで見てきたように，ｓｅｌｆhelpの精神をひとつの主題としている

BAB四tＨ､姪においてEstherはふさわしい語り手であるといえるのであ

る。しかし作品の主題となっているselfhelpのパタンを櫛成するのが女性
である必要はあったのだろうか。彼女が語り手として選ばれたのは単なる

偶然だろうか。ここでわれわれは,作品の中心であり舞台であるChancery
の世界に目を向けることにしよう。

1Ｖ

作品の冒頭に描かれている霧は，登場人物たちの精神的な盲目状態と彼

らが閉ざされた世界に拘束されていることを象徴している。そしてこの世
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界の中心はHighCourtofChanceryなのである｡皿作品は目下審理中の

JarndyceandJamdyceをめぐる人びとを軸に展開している。

ある曰Estherは，Richardに連れられて公判を傍聴に行く。彼女は人び

とに悲惨と絶望をもたらしている訴訟が,「円滑に」（"smoothIy，')，日ごと
年ごとに｢おだやかに」("calmly，'),｢秩序正し<落ち着き払って｣("insuch

goodorderandcomposure")１２に進められているのに驚くのである。彼

女には，そのことが奇妙で矛盾に満ちているように思われる。そしてこの

矛盾した世界に人びとは生きているのである。しかも訴訟から逃げ出すこ

とは不可能なのだ。この訴訟が何代にもわたって続いているうちに，多く

の人が気付かぬうちに訴訟に巻き込まれた。だが実のところ訴訟に直接関

係のある人間は今ではほとんどいないのである。それにもかかわらず審理
は，延々と続いているのだ。

…therearenotthreeJarndycesIeftupontheearthperhaps…ｂｕｔ

JamdyceandJamdycestilldragsitsdrearylengthbefOrethe

Court,perenniaUyhopeless．（Chap.Ｉ,P4）

奇妙なことに人びとは当事者でもないのに，JamdyceandJamdyce訴訟
に何らかの関わりを持っているのである。LadyDedlockは,彼女の実家が

訴訟に関わっていた。EstheTは，自分が関わりがあるとは夢にも思ってい

ないが，母であるLadyDedlockと伯母であったMissBarbaryが訴訟に

関係があるということで知らぬ間にChanceryの人間となっていたのであ

る。気の変なMissFliteも公判には欠かさず顔を出している。皆有無をい

わせず訴訟に引き込まれているのである。しかも更に奇妙なことにこのよ

うな人びとは，訴訟とどのような関係にあるのか明らかにされていないの

である。第一訴訟自体がうやむやになっているだ゜

このわけのわからない世界に対してEstherが，現実感のないものを感

じるのは当然である。彼女は公判を眺めながら"ｔｈｅｒｅｓｅｅｍｅｄｔｏｂｅｎｏ

ｒｅａｌｉｔｙｉｎｔｈewholescene，exceptuponpoorlittIeMissFlite，the

madwoman，,（ＣｈａｐＸＸＩＶ，ｐ,345）と思う。ここで注目しなければなら

ないのは，彼女がMissFliteだけに現実味を覚えたということである。

Estherの言葉は，Chanceryの世界が気の狂った老婦人を現実的に思わせ

る世界であり，日常の歪みを正常と感じさせる世界であることを示してい
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ろ。弱く正しい者を助けてくれるはずの法が，実は擢力と富のある者の味

方になる世界なのである。法に携わっている弁護士が"Sufferanywrong
thatcanbedoneyou,ratherthancomehere1”（ChapI，ｐ３）と忠告
する始末である。そこでは狂気が支配しているのだ。

矛盾に満ちたChanceryの世界に生きる登場人物たちの人生も，それぞ

れ歪みを持っているだろうことは容易に推察できる。通常の価値観は役に

立たないのである。訴訟に関しては根気と頑喪りのきかない世界といえる

のだ。MissF1iteは判決を待ち続け，Gridleyは身の潔白を証明しようと，

もう何年もそれのみに時間と熱意を費してきたのである。他の世界であれ

ば,恐らく彼らの努力は実を結んだであろうが,Chanceryの世界では何ひ
とつ変わることはない。彼らは人生を消耗してしまったのである。

価値感が転換しているChanceryの世界は，当然のことながら作品の構
造をも支配している。それは男女の役割の逆転という形で表われているの
である。

Ｖ

TaylorStoehrは，Estherの語りと彼女の人生の物語について次のよう

な興味深い事実を示している。

Ｔｈｅｄｕａｌｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗｋｅｅｐｓｔｈｅｔｗｏｓtoriesapartinanodd，
`inverted,way，forEstherもｓｔｏｒｙｉｓｌａｒｇｅｌｙｔｏｌｄｎｏｔｉｎｈｅｒｏｗｎ

ｎarrative,butinthepresent､tensenamative,whilesheintumteUs

mostofRichard，sstoryj3

しかしStoehrは，Richardの生涯がEstherによって語られていることの

意味についてはこれ以上論じてはいない。だがself､helpを基調とした
BjBzz虎Ｈｂｗｓｃにおいて，努力して成功したEstherの目で失敗者Richard

の人生を捉えているのは，男女の立場が入れ換わっている現象といえるの

である｡成功物語がこれまでのように男性のものではなく,女性の手に移っ
ているのだ。

Richardは「目から鼻へ抜けるような才気」（"quickabUities'')，「快活

さ」（"goodspiTits,,)，「気立ての良さ」（"goodtemper,')，「陽気さ」
（"gaiety")，「元気のよさ」（"fteshhess"）（Chap.ＸⅧｐ､227）といった
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いかにもこれから人生に乗り出そうとする若者にふさわしい気質を持って

いた。しかし彼は同時に「優柔不断」（"indecisionofcharacter,'）（Chap・

XIII,ｐ､167）や「集中する習慣のなさ」（nohabitsofconcentration，,）

（Chap､ＸｗＩ，ｐ227)，あるいは金銭面に関するだらしなさなど，自分で

成功しようとする人間には致命的ともいえる欠点を持っていたのである。

彼はひとつの職業に落ち着くことはなく，最初の物珍しさからくる熱意が

冷めてしまうとその職業を続ける気持ちを失ってしまう。そしてその職が

自分に適していなかったとして，新しい職を探し始めるのだ。

Richardは愛するＡｄａを幸福にすると醤い，“〔Ｉ〕ｗｉＩ１ｗｏｒｋｍｙｗａｙ

ｏｎｔｏｍｙｃｏｕｓｉｎＡｄａｉｎthehopefuldistance，，（Chap、XIII,ｐ､180）と決

意したにもかかわらず，勤勉に仕事に励むことができなかったのである。

未来のために密い立たなければならないという点で，RichardはDavid

Capperfieldと同じ状況にあった。Davidは"Ｗｈａｔｌｈａｄｔｏｄｏ,was,to

takemywoodman，ｓａｘｅｉｎｍｙｈａｎｄ,andclearmyownwaythroughthe

forestofdifYiculty0bycuttingdownthetreesuntillcametoDora''１４と

全くRichardと同じことを考えている。希望と熱意で自分の将来を成功へ

導いていかなければならなかったRichardとDavidであるのに，

Richardは悲惨な転落の生涯であり，Davidは成功するという正反対の人

生を歩むことになる。このふたりの差は，Davidにはselfhelpの精神があ

り，一方Richardにはそれが欠けていたということだったのである。

Richardは,悩熱を訴訟に傾けてしまったため,身を滅ぼすことになった

のだ。彼は訴訟という抗い難い誘惑に巻き込まれ，のめり込む｡GeorgeH

Fordが"ThemuddiedwatersofChancerybeaｒｈｉｍ〔Richard〕down

becauseheistoodeficientinself-heIptoswimforhimself,（Ford，

P98)・と指摘するとおりなのである｡彼は,一見目標に向かって進んでいこ

うとする熱意を持っているように思われる。だが実際は，ただ訴訟が解決

すればいいのにという「期待｣0sを抱いていたにすぎないのである。彼はひ

とつの職について地道な努力をすることができなかったのだ。

本来ならばDavidのようにself-helpを活かした成功物語の主人公に

なってもよかったはずのRichardの代わりに，BlenjbHb8uSeで幸福を手に

するのはEstherである。彼女は女性であるが故に活動範囲も経験の量も

男性の主人公とは比べものにならないが，Davidの後を継ぐ成功物語の語

り手といえる｡RichardやＧｒｉｄにｙの生涯が表わすように,何とか成功しよ
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うとする努力が却って仇となるChanceryの世界である。努力と信じてい

るものが，いつの間にやら「期待」に終わってしまうのだ。このように霧
で真実が隠されている世界で幸福を掴むには，Chanceryからできるだけ
遠ざかって生きるしかない。その条件を満たすことができるのは，活動的
な男性より，受身な生き方を強いられていた女性がうってつけだったとい

えるのである｡現状に逆らわず,それを受け入れることがChanceryの世界
で生き延びる唯一の方法であったのだ。

VI

JamdyceandJamdyce訴訟も終わり，皆何かを失った中で，EStherだ

けが"Iwasthehappiestofthehappy”（Chap・ＬＸＶＩＩ，ｐ､877）という
ほど幸福になる。だが訴訟と関わりを持つEstherが幸福になるのは矛盾
しているように思われる｡彼女の存在は,霧と雨のChanceryの世界にあっ
て光と輝きをもたらすものなのだろうか。確かにBJeロハHbUUscの二つの語
りが対照的なように，Estherを中心とする世界とChanceryの世界は明と
暗のような印象を与える。しかし実際は，二つの相反する世界とはいえな
いのである。EstherもChanceryの世界から無縁ではないのだ｡Estherの

語る世界と「全知」の語りの世界は互いに共通点を多く持っているのであ
る。

まず「全知」の語りで描かれているChanceryの世界もEstheTの物語る
世界も，結局はっきりした結論がでずうやむやのまま終わっていることが
挙げられる。JamdyceandJamdyce訴訟には，結果的には幕が降ろされ
たが，判決が下る以前に争点であった遺産が裁判の澱用のために消滅して
しまったのである。審理は続行不可能となってしまったのだ。訴訟のため
骨身を削ってきた者にとって納得のいかない結末であったばかりでなく，
Chanceryの世界では何も解決しない"perenniaUyhopeless"な状態がこれ
から先も繰り返されるであろうことを暗示しているのである。一方庭theT

の物語もはっきりせぬまま終わっている。彼女は自分の顔が元のように美
しくなっていると夫に言われるが，実際はどうなのか自らは判断を下さな
いまま，物語は途切れるように終わるのだ。彼女をめぐる出来事が，それ
ぞれ一段落藩いた後のことなので，彼女を中心にまた新たな謎が生まれた
という印象を受けるのである。訴訟もEstherも解決どころか,新たな問題
をわれわれに提示しているのである。
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またEstherの人生で重要な転機となる場面では,常にChanceryの霧や

雨と呼応していることも見逃せない｡彼女がReadingの学校へ向けて発っ

た日も,初めてBleakHouseへ向かった日も霜の深い寒い日だった｡Lady
Dedlock捜索に奔走した日のことは言うに及ばず，DealにRichardを諌

めに行った日も寒く霧がかかってきたのである。このようにEstherも

Chanceryの世界の支配を受けているのである。

Chanceryの世界に生きる彼女の癒やす力にも限界があったのだ。

Richardは，Estherの再三の忠告にもかかわらず訴訟から身を引くことは

できず，また彼女はRichardと結婚したＡｄａをも救うことができなかっ

た。何よりもCaddyの娘でEstherと名付けられた赤ん坊が耳も聞こえず，

ロもきけない状態であるというところに，彼女の力が完全でないことが象

徴されているのである。

またBIeakHouseという屋敷の名前の陰気な印象は拭い去ることがで

きない。たとえ慈愛に満ちたMrJamdyceが屋敷の雰囲気をすっかり明

るいものに変えたとしても，以前の傷跡は未だに残っていると感じられる。

MrJarndyceの大伯父TomJamdyceが訴訟を苦に自殺するまでは，そ

の屋敷はＴｈｅＰｅａｋｓ（峰の屋敷）と呼ばれていたのだ。たとえＭｒ・

JamdyceやEstherの力で屋敷が平安を取り戻したとしても，転落してし

まった後,再び頂へ戻ることはできないのである。その上MrJamdyceが
EstherとAllａｎのためにYorkshireに建てた屋敷は,名前も含めてBleak

Houseそのものなのである。Ｊ・HillisMiUerが指摘するように，どこかし

ら暗い影が付きまとっている印象を与えるのである｡!‘

Estherといえども人を破壊するChanceryと別世界に生きているとい

うことはできない。BIeakHouseでは，善良な人たちさえ，霧の世界に覆

われているのである。EstheTの語る世界とChanceryの世界は，解決でき

ないそして抜け出すことのできない時間を軸に堂々巡りをしているのであ

る。そのありさまが,作品名でもあるＢＩｅａｋＨｏｕｓｅの櫛造に象徴されてい

る。どの部屋にも少なくとも二つのドアがあり，何本もの廊下に迷ったり，
もう部屋をすべて見たと思っていると別の部屋に出くわしたりするのだ。

そして結局は知らぬ間に玄関に戻ってくるのである。

VII

EstherがＢｌ“UtHDzfseの語り手に選ばれたのは，決して偶然ではない。
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selfhelpがひとつの主題となっているBHeahHbzUscでは，その精神を持ち

人生で成功した人物を枠組に据えて，その人物の目で他の人物たちを描く

必要があったのである。また矛盾に満ちた，正常なものを歪め，熱意をむ

なしい｢期待｣に変えてしまうChanceTyの世界では，男性の成功物語は描

くことができない。困難にぶつかり，それを克服していくDavidに見られ

るようなself-mademanは存在できないからである。従って流れに逆らわ

ずに生き，しかもselfhelpの糖神を持つことのできる女性Estherが成功
物語を語っているのである。

Estherは孤児として育ち，試練を経て女性としての幸福の典型である家

庭と愛傭を得るという女性に表われたselfhelpのひとつのパタンを形成
しているのだ。しかも彼女の成功は，閉ざされた逃げ出すことのできない

Chanceryの世界にふさわしい不確かなものとして描かれているのである。
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“Rappaccini'ｓDaughter'’

－－Giovanniの「見る」という行為の意､澤

河本知子

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

Ｉｎ“Rappaccini，sDaughter,,，Rappaccmi，sdiabo1icexperimenton

hisdau血terBeatTiceseemingIychangesherintothedeadliestpoison、

Rappaccinidoesnotinjure,however,theessentialnatureofBeatrice；

sheispoisonousomyinherphysicalpart、ItisnotRappaccini,there・

fore，ｔｈａｔｉｓｔｏｂｅｂｌａｍｅｄｆｏｒｄｏｉｎｇｕｎｔｏｌｄｈａｒｍtoBeatriceltis

GiovannithatfatallyharmsBeatrice；withhisblindnesstoheresseJJ

tialnature，GiovannileadsBeatricetothedishonorableandtragic

deathwellsuitedtothemonsterwhichhethinkshertobeFromthe

principalpointofvieｗｏｆｔｈｅｈａｒｍｄｏｎｅｔｏＢｅａtrice,theprotagonistof

``RappacciniDsDaughter，,isnotRappaccinibutGiovanniByfoUowing

closelyGiovanni，swayofseeingBeatricepthereadercanperceivethe

fuUmeaningofthestory．

NathanielHawthomeの"Rappaccmi,sDaughter"は，Fogleをして

"[t]hemostdifTicultofHawthome，sstories，，と言わしめるほど,’難解

で複雑な物語である。ただ一つ明らかなことは，この物寵の核となる要素

が，娘Beatriceに対するRappaccini博士の独罪的行為であるということ

である。RappacciniがBeatriceに少趾ずつ毒を与えて育て，ついに彼女

を毒の化身に変質させてしまったところから，この物語は展開してゆく。

しかしながら，RappacciniのBeatriceに対する罪悪に等しい行為に焦点

をあててこの物語を解釈することは，実は妥当ではない。なぜなら，

Rappacciniが投与し続けた毒はBeatriceの肉体を浸蝕してしまったが，

彼女の内面を侵すことはできなかったからだ。つまり，Rappacciniは，

BeatTiceの肉体を変質させても彼女の本質を変化させることはできな

かったという意味で，彼女を非人間的存在に変えてしまったとは言えない
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のである。

父Rappacciniによって物質的な部分だけを非人間的なものに変えられ

てしまったBeatTiceを，完全に非人間的な存在として死に至らしめるの

は，実はGiovalmiなのである。GiovaxmiはＢｅａｔriceとの友交を深めてゆ

くにもかかわらず，彼女の本質を見極めることができない。それどころか，

Beatriceの表面的なことだけを見つめ続けることによって，彼女に対して

最大の罪悪を犯すことになる。本稿では，GiovanniがBeatriceの何をど

のように見たのかを明らかにすることによって，Hawthomeが標的とす

る罪悪はなぜRappacciniではなくGiovaJmiであるのかを解明する。

まず初めに，この物語のクライマックスの場面を見ることにする。クラ

イマックスの場面は，Baglioniから手渡された解毒剤をBeatriceに飲ま

せるために，Giovanniが彼女の待つ庭へ降りてゆくところから始まる。こ

の場面におけるGiovanniの言動を見ることによって，彼が結局は

Beatriceの本質を理解していなかったということが明らかになる。この時

すでにGiovanniは，Rappacciniの"deepanddeadlyscience”（X，

118-19)2の力によって，Beatriceと同様に彼自身も"thedeadliestpoison
inexistence,，(X,117)に変えられてしまったことを知っている。彼がこう

むったこの身の毛のよだつような変質をBeatriceの邪悪なたくらみのせ

いであると決めつけ,Giovanniは彼女に向かって毒毒しい悪口雑言を浴び
せる。

"Ａｃｃｍｓｅｄｏｎｅ１,,cTiedhe,witlwenomousscomandanger．，OAnd

mdingthyso1itudewearisome，thouhastseveredme，likewise，

ｆｒｏｍａｌｌｔｈｅｗａｒｍｔｈｏｆｌｉｆｅ，ａｎｄｅｎｔｉｃｅｄｍｅｉｎｔｏｔｈｙｒｅｇ１ｏｎｏｆ
●

unspeakablehorTor1'，（Ｘ,124）

今やGiovalmiにとってBeatriceは，彼女の"awfuldoom”(X,123）に

彼を引摺りこんだ憎むべき怪物でしかない｡GiovaJmiは,BeatTiceの肉体
の毒性によってのみ彼女の人間性そのものを規定し，彼女の内面の性質に

ついては一顧だにしない。GiovanniがBeatriceを単に怪物としか見てい

ないということは，次に述べる彼の言鰭道断な行いだけでも明らかである。

すなわち，Beatriceのそして今では彼自身の毒性の恐るべき威力を彼女に
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’
思い知らせるために，GiovanniはBeatriceの目前で彼女にとって何より

も耐え難い行為をしてみせるのである。

Ｔｈｅｒｅｗａｓａｓｗａｒｍｏｆｓｕｍｍｅｒ､insectsHittingthroughtheair,in

searchofthefoodpromisedbytheHower-odorsofthefatalgarden・

TheycircledroundGiovanni'ｓhead,andwereevidentlyattracted

towardshimbythesameinnuencewhichhaddrawnthem,foran

instant,withinthesphereofseveraloftheshrubs・Hesentfortha

breathamongthem,andsmiledbitterlyatBeatrice,asatleasta

scoreoftheinsectsfelldeadupontheground(Ｘ,125）

Giovamiに向かってBeatriceは，彼が理解してくれているだろうと彼

女が信じていることを訴える。すなわち，彼女の肉体は毒であっても，心
には一点の悪意もないということである。

"Ｉｓｅｅｉｔ１Ｉｓｅｅｉｔ１,DshriekedBeatTice“Ｉｔｉｓｍｙｆａｔｈｅｒ，sfatal

science1No,ｎｏ,Giovanniiitwasnotl1Never,Never1Idreamed

onlytolovethee,ａｎｄｂｅｗｉｔｈｔｈｅｅａｌｉｔｔｌｅｔｉｍｅ,ａｎｄｓｏｔｏｌｅｔｔｈｅｅ

ｐａｓｓａｗａｙ,leavingbuttMneimageinmineheart・For,Giovanni

-believeit-thoughmybodybenouTishedwithpoisｏｎｍｙｓｐｉ｢itis
God，screature,andcravesloveasitsdailyfoodButｍｙｆａｔｈｅｒ１

－ｈｅｈａｓｕｎｉｔｅｄｕｓｉｎｔｈｉｓfearfulsympathy、Yes;spumme1-tread

uponme1-killmｅ１Ｏｈ,whatisdeath,aftersuchwordsasthine？

ＢｕｔｉｔｗａｓｎｏｔＩ１ＮｏｔｆｏｒｗｏｒｌｄｏｆｂＩｉsswouldlhavedoneit1，，

（Ｘ,125）

上記のBeatriceの叫びにこめられた真実をGiovanniが理解していれ

ば，彼の態度はここで一変する筈である。つまり，GiovanniがBeatrice

の本質を彼女の毒性と切り離して理解していたとすれば，怒りに我を忘れ

て彼女を怪物と決めつけたことを恥じ，彼女に対して培ってきたであろう

愛情を呼び覚まされる筈である。しかし，Giovanniは，彼において当然予
想される，そのような恋人らしい思いやりを全く示さない。逆に，－時の
激情から覚めたGiovanniの心は，Beatriceに対する哀れみや愛憐とはか



２１

け離れた感情へ向かう。それは，いわば同類相隣れむという気持ち，同じ

毒の化身としてこの世界全体から隔絶してしまった以上は，二人で寄り添

い合っていかなければ仕方がないという，あきらめの心境である。

Therenowcameacrosshimasense,moumfuLandnotwithout

tendemess，oftheintimateandpeculiarrelationsMpbetween

BeatriceandhimseIfTheystood,ａｓｉｔｗｅｒｅ,inanuttersolitude，

whichwouldbemadenonethelesssolitarybythedensestthrong

ofhumanlifeOughtnot,then,thedesertofhumanityaroundthem

topressthisinsulatedpairclosetogether？Ｉftheyshouldbecruel

tooneanother,whowastheTetobekindtothem？（Ｘ,125）

この場面のGiovanniの言動は，読者にいかにも奇異な印象を与えずに

はおかない。Giovanniに向かって懸命に心情を訴えるBeatriceに対して，

彼の方では愛情や哀れみのこもった反応がまるでない｡Giovanniの視点か

らは，Beatriceの本質的な問題が完全に欠落している。もう－歩進めて言

えば,彼の視界には，最初からBeatTiceの内面の部分が入っていなかった

ということである。Beatriceに関して,Giovalmiは彼がまず見るべきとこ

ろを最後まで見ていなかったのだ。GiovanniがBeatriceのloverの役割

を果たすことができなかったことについて，彼の心に深みがなかったと

か,３あるいは彼の糖神が充分に成熟していなかったといった理由づけが

なされている｡‘しかし，GiovanniのBeatriceに対する不実の行為の要因

をより正確に指摘するなら,それは彼にはBeatriceの全貌を見極める能力

がなかったということであろう。次に，GiovanniがどのようにBeatrice

を見ていたかを考察する。

Giovanniに見られているとは知らずに，Beatriceが彼女の肉体の毒性

と内面の滑浄さという相反する二つの性質を見せる場面がある。庭を散歩

するBeatriceのもとに飛んできた虫が,彼女の吐く息を浴びて死んでしま

う。それを見たBeatriceは十字をきり．重苦しいため息をもらす。この光

景を目撃したGiovanniは，“Whatisthisbeing？…ihexpressiblyter・
rible?”(X,103）と自問する。Giovanniの反応のしかたは奇妙である。虫

が死んだのを見てBeatriceが十字をきるというのは,次のような意味に解

釈するのが妥当であろう。すなわち，Beatriceは自分自身の犯した残酷な
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所業を悲しみ悔いて,神の許しを乞うているのである。ところが,Giovanm

は，BeatTiceの上記の二つの行為を結びつけて，彼女の性質について脈絡

のある想像をすることができない。ましてこの時点で,Giovanniは，彼の

師Baglioniと下宿の女主人Lisabettaの二人から，Rappacciniの毒を
もって毒を治癒するという特異な医学理論や，また彼の庭で行われている

奇怪な実験についての知織をすでに入手しているのである。それらの情報
を総合して，上記のBeatriceの行為を見て想像を巡らし，彼女のおかれて
いる特殊な環境やさらには彼女の性質について正確な推測をするというの

が，この場合Giovanniにとってむしろ当然である。しかし，このような極
めて正当な手続きを経ずして，GiovanniはいきなりBeatriceが何か恐ろ
しい生き物であるという空想に走ってしまう。この場面を見るだけでも，
Giovanniには筋道を立てて物事を推測する能力が欠けており，さらに彼が
空想に走りがちな傾向を持っていることが明らかになるのである。
Giovanniに空想癖があることは,物語の中でしばしば暗示されている｡‘
さらに，彼のこの傾向を助長する条件が揃っていることも見逃がしてはな

らない。Giovanniの性格は，彼をすぐに空想に走らせまたその空想を拡大

するような"anardentsouthemtemperament,whichroseeveryinstant
toahigheTfever･pitch'，(X,105)である。また，彼は生れて初めて故郷を
離れての一人暮らしで,“tendencytoheart-break,,(X,93)の傾向が出はじ
めている。さらに，何か娯楽で寂しさを粉らわそうとしても，GiovaHmiの

ポケットには"ascantysupplyofgoodducats''区,93)しか持ち合わせが

ない。つまり，Beatriceが目の前に姿を現した時,GiovaJmiは何らかの刺
激が与えられれば空想にのめり込んでゆく状態にあったということになる。
目に見える毒性の他に，Beatriceの放散する強烈な美しさはGiovamm

の空想を刺激する。

…ｈｅｒbeauty…sobTilliant，sovividwasitscharacter，thatshe
glowedamidthesunlight,ａｎｄ…positivelyilluminatedthemore

shadowyintervalsofthegardenpath.（X,102）

庭に降りてBeatriceに会い，彼女の影響力の下に入ることによって，
Giovanniの物狂おしい感情は，一時的に彼女に対する讃美に浄化される。
あまりにも現実感があり，強力なBeatriceの存在の力に支配され，

UiI
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Giovanniの心は彼女に対する熱狂的称讃で燃え上がる。

…ｔｈｅｉｍａｇｅｏｆＢｅａｔｒｉｃｅｃａｍｅｂａｃｋｔｏｈｉspassionatemus1ngs…

imbuedwithatenderwarmthofgir1ishwomanhoodShewas

human：hernaturewasendowedwithallgentleandfeminme

qualities;shewasworthiesttobeworshippedishewascapable，

sure1y…oftheheightandheroismoflove.…（X,114）

Beatriceに対する熱烈な賛美も，Giovanniの空想が肥大したというだ

けであり，いささかも彼女に対する確固とした感愉に根ざしたものではな

い｡Beatriceの“physicalbarTier''(X,116)に対するGiovanniに反応を見

れば，彼の美しい称讃が何ら実体のない空想であることが明らかになる。

二人がどんなに親しくなっても，Beatriceは決してGiovanniを一定の距

離以上に近づけようとはしない。

BeatricegTewsosad,ｓｏｓｔｅｍ,andwithalmoTesuchalookof

desolateseparation,shudderingatitself,thatnotaspokenword

wasrequisitetoTepelhim.(Ｘ,116）

Beatriceのこのような犠子を見ると，Giovamiは,彼の意識の下に眠って

いた例の恐ろしい空想に再び脅かされる｡彼の美しい空想は,何らかのきっ

かけがあればすぐに恐ろしい空想にとってかわられる程度のものにすぎな

いのである。

美しいものであろうと恐ろしいものであろうと，空想だけがGiovanm

にとってBeatriceとの媒体である。そして，心にしっかりと根をおろした

感憶をついにもつことのないままにBeatnceとの交流を深めてゆくこと

で，Giovanniは一歩一歩彼女を破局へと導いてゆくことになる。何故な

ら,Beatriceは,庭におりてきて話相手になってくれるGiovanniの誠実な

友愛の情を信じ，そして二人の交流が深まってゆくにつれて互いの友愛も

また確固としたものになりつつあると解釈しているからである。まるで

"maidenofalonelyisland''（X,112)が初めて航海者を迎えたかのよう

に，BeatriceはGiovanniを庭に迎え，“puredelight”(Ｘ,112）を味わう。

花だけを友として生きてきた孤独なBeatriceの前に現れ，GiovaJmiは彼
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女の内に眠っていた愛への渇望を呼びさます。Beatriceの要求に応えるこ

とは不可能であるにもかかわらず，彼女に彼を信じ愛させるように仕向け

たことは，Giovanniの犯した取り返しのつかない過ちである。

ただ一筋に破局へと通ずる美しい夢の終焉は,Giovalmiが彼自身のこう

むった恐ろしい変化に気づいた時にやってくる。Rappaccini博士の"fatal

science,，（Ｘ,125）によって彼自身が"thedeadliestpoisoninexistence，，

(Ｘ,117)に変質させられてしまったということを，Giovanniは彼自身の毒

性を目の当りにすることで知らされる。この発見がGiovanniの心中に引

き趣こした驚樗と怒りと絶望は，その直前まで彼の心を占めていた

Beatriceに関する美しい空想を一掃する。それと同時に，その美しい空想

を母体とする"cuJmingsembIanceoflove”(Ｘ,115）もまた彼の心から根

こそぎにされる。そして,Giovamiの心の洞窟に姿を隠していた"horrible

suspicions'，(X,116)が，たちまちのうちに彼の意識の前面に押し出され

る。GiovanniにとってBeatriceは，“thosedreadfUlpeculiaritiesinher

physicalnatuTewhichcouldnotbesupposedtoexistwithoutsome

cmTespondingmonstrosityofsoul”(Ｘ,120）から成っている怪物でしか

なくなってしまったのである。

以上のようにGioVanniの｢見る」行為の意味を考察すると，最初に長く

引用したクライマックスの場面の意味が明確になる。Giovanniは，

Beatriceが父Rappacciniに協力して彼を"awfuldoom0，(X,123）に陥れ

たと決めつけ，怒り狂って彼女を罵る。しかし，Giovanniの側には，彼の

怒りを正当化するだけの確固とした愛情も信頼も最初から存在していない

のである。彼はただ，美しい空想を根絶する冷酷な事実に圧倒され，もう

一つの空想に戻ったにすぎない。結局，Giovanniは，Beatriceの実像を見

ることもできないままに，彼が作り出した両極端の空想の間で空まわりし

ていただけなのである。Beatriceがこのように見ていてくれるであろうと

Giovanniに期待し僧じていたように，彼は一度も見たことがなかった。見

るべきことは何も見ずに彼流の不毛の見方を続けてきた結末が，この場面

の的はずれの逆上なのである。

BeatTiceの毒から彼女を浄化するために，Giovanniは彼女に解毒剤を

差し出す｡そしてこの行為によって,Giovanniは二重の意味でBeatTiceを

人間にあらざるものとして葬り去ることになる。まず彼は，彼女が"daily
food，'(X,125）として彼に求めていた，そして彼からそれを与えられてい
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ろと信じていた愛が実体のないものであることをさらけ出す。Beatriceの

本質的な面を一顧だにせず，ただ彼女の選性だけを問題にすることによっ

て，Giovanniは彼のBeatriceに対する見方をはっきりと彼女に見せつけ

る。愛への渇望がGiovanniによって最初から拒否され続けていたことを

知らされた時，Beatriceの生きる力は奪われてしまう。Beatriceが繍神の

次元でGiovanniによって生かされる希望は，Giovamiその人によって絶

たれたのである。もはや，彼女にとって生きる意味はない。

Ｎｏｌｎｏ；therecouldbeno…hope・Shemustpassheavily,withthat

brokenheart，acrossthebordersofTime-sheｍｕｓｔｂａｔｈｅｈｅｒ

ｈｕｒｔｓｉｎｓｏｍｅｆｏｕｎｔｏｆParadise,andforgethergTiefinthelightof

immoTtality-andtherebewell1（Ｘ,126）

さらにGiovanniは，毒を生命とするBeatriceに強力な解毒剤を飲ませ

ることによって，彼女に手を下すという結果をまねいてしまう。最後まで

自分を毒の化身としか見ていなかったGiovanniを拒否して－人先に解灘

剤を飲むことによって，Beatriceは彼が見い出しえなかった彼女の魂の存

在を主讃したと見ることは可能である。しかし,いずれにしても,Giovanni

の無知と不注意が，Beatｒｉｃｅにとってはただちに死を意味する解毒剤を彼

女に手渡すという結果を生んだのである。Beatriceの死は，物理的にも

Giovanniの責任に帰すべきなのである。

目に見える事実を超越して隠された真実を探り出す能力を欠いていたた

めに，GiovanniはBeatriceに対して致命的な過ちを犯してしまう。

Giovanniにおいて「見る」という行為は，過剰な反応とそれに触発されて

わき出る空想の域を出ることがない。彼には，事実から真実に到達するた

めの架け橋となる想像力が欠けていた。そして皮肉なことに，GiovaImiが

見たBeatriceは，何よりも彼の想像する力を必要としていたのである。彼

女にとって唯一の希望は，彼が彼女の毒の肉体の下に隠された灘されぬ魂

を見い出し,その渇望を滴たしてくれるという一点にかけられていた｡従っ

て，Giovalmiが彼流の見方でBeatriceを見るということ自体が，彼女に

対する裏切りであり罪悪であったのである。Beatriceの肉体を毒に変質さ

せ，それによって彼女の運命を救い難いものに変えてしまうのはRappac

ciniである。しかし，Rappacciniの科学でさえも犯すことのできなかった
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Beatriceの魂を陳翻し，彼女を死に至らしめるのはGiovanniである。

Giovanniの「見る」という行為が，Rappacciniの科学によっても与える

ことのできない致命的な傷をBeatTiceに負わせる結果を生むのである。

窪

lRichardHarterFogle,HmulJbome、Ｆｍｊｂ〃ｍＩＩｅＬｉｇｌｂｊα”雌止ﾘﾘﾚ,昭v､ｅｄ．

（Ｎｏｒｍａｎ:OklahomaUniv､ＰＴ℃sSl964),９１．

２テキストには，ｍｇＣｾﾌﾛ蛇DUmDJE社ｉＵｉｂ〃〃雌llbD*ｓｑノハHzRhm力ｊＨなUUfhome，

ｅｄ，RoyHaweyPearceetaL（Columbus:OhioStateUniv・ＰＴ.,1962-）を使用し

た。以下，本全染からの引用は，本文中に巻数と頁数のみを記す。、

３Ter巳nceMartin,Ｍｚ"In71ielHmｿｆｈｐｍｅ(ＮｅｗＹｏＴｋ:Twayme､1965),９５．

４FrEderickL､GwyTu，“Hawthome，sRappaccinrsDaughter,”Ｉ、」V師ｅｊＥｐ'8肋.

Ｃむ,ElWがFVtIiD",Ｖ11(December,1952),217-19.

5空想，すなわちfancyはGiovanniを解明する際のキーワードである。本文中に，

“quickfancy，,(Ｘ,105)あるいは“hefanciedheTspirittobeimbuedwiththesame

banefulessa3cethatseemedtopewadeherphysicaMTame…."(X,105）など，頻

繁に使われている。



Self-renewalinSylviaP1ath．

Tadmk1midlim

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

ＴｈｅｐｏｅｔｒｙｏｆＳｙｌｖｉａＰｌａｔｈisimbuedwithheryeamingforself・

renewaLPlathDswishforself・rcnewaldeIivesfmmherunRnnlTPsRf1n1

relationshipswithherdeadfatherandherhusband,whomsheidentifies

withherfatheT・Thepoemsconcemedwithherdeadfatherrevealthat

Plath，ｓｔｒｉａｌｆｏＴ「egainingtherelationshipwithhimbringsherthe

miseryofbeingconnnedintotheimagoofherfather、Atthesametime，

inthepoemsonhermarTiage,wefindthatshefeelsheIselfsavagely

torturedbyherhusbandToliberateherselffromherfather､husband，

Plathexpressesherself､renewalinavarietyoffOrms・Forexample,ｉｎ

"TheStonesO，，``Tulips,，,ａｎｄ“Ariel,”sheenjoysherself-regressionor

self-evaporation，Lastly，ｉｎ‘lLadyLazarus,，，P1athenactsherself･

destmctiontoconsumemen,ｗｈｉｃｈｓｈｏｗｓｕｓｔｈａｔｓｈｅｒｃｔｕｍｓｔｏｔｈｅ

themeofselforenewaltowinapositiverelationshipwithmen．

SelfrenewalisarecurTmgpatteminSyMaP1ath，Itisbecause
●

shehadbeensufferingherselfseekinganewidentity・Wemustkeepin

mindthatP1ath'ssearchfOranewidentityisdeeplyinvolvedwiththe

relationshipswithheTdeadfatheTandherhusband,TedHughes,whom

sheidentifieswithheTfatheT．ＩｎａｇＴｏｕｐｏｆｐｏｅｍｓ,shetriesinvainto

mendtheTelationshipwithherdeadfather;moreover，ｉｎｔｈｅｐｏｅｍｓ

ｗｈｉｃｈ，dealwithherhusbaHld，shesuffersgreatlyasaresultofhis

brutalitytoher，ThedisappointingrelationshipswithheTfatherand

huSbandmakethepoetwishtoberenewedCcnsequentlyPIath

expressesthevariouspattemsofherselfTenewallnthe6rstpartof
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thisessay,Ihopetoapproachthepoet，smotiveforherselfrenewalm
thelightofherdistressingrelationshipswithherfatherandhusband，
andinthesecond,elucidateherstTuggleforit．

●

Ｉ

SylviaPlathgivesparticularemphasistothefather､daughter
relationshipinherwork･Itisknownthatshelostherfatherwhenshe
wasachild1Inthepoemsrelatingtoherdeadfathe｢,sheusuallytries
toregaintherelationshipwithhim・Toseethecharacteristicsofher

attachmenttoherlostfather,itseemssuitabletopickoutfourpoems，
namely,“FullFathomFive,,'“TheColossus,”“TheBeekeeper'sDaugh‐
ter,，，ａｎｄ“Daddy.”

Ｉ、“FullFathomFive,''thepersona，sfather(probablythepoet，s
father)livesinthesea・ThetitIemayalludetoAriel，sfamoussongm
フルml8PesjbyShakespeare,thatis,"FuIlfadomfivethyfatherlies;／
Ofhisbonesarecoralmade;／Thosearepearlsthatwerehiseyes:／
Nothingofhimthatdothfade,／ButdothsuIferaseachange／Into
somethingrichandstrange､''２１ｎｔｈｉｓｐｏｅｍ,however,herfatherdoes
notsufferabeautiful“sea・change.,，RatheT,thefatherappearsmysteri‐
ｏｕｓｔｏｈｅｒ：

Ｏｌｄman,ｙｏｕｓｕｒｆａｃｅｓｅｌｄｏｍ

ＴｈｅｎｙｏｕｃｏｍｅｉｎｗiththetideDscoming
Whenseaswashcoldfoam-

Capped:whitehair,whitebeard,far-Hung，
Adragnet,rising,fal1ingDaswaves
Crestandtrough３

HerfatherhasgTownoldintheunderwaterworld・Shecannotseehim
unlessheappears“withthetide，scoming.,,AsheappeaTs,shefindsheT
fatherawesomebecausｅｈｅｈａｓ“iar・Hung，'whitehair・Ａｎｄｈｉｓｈａｉｒ
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spreadseven“MilesIong，'ｉｎｔｈｅｆｏｒｍｏｆｔｈｅ“radialsheaves.,，Engrid

Melanderrightlyarguesthａｔｔｈｅｆａｔｈｅｒｉｓａ“somewhatthreatening

figure，，ｉｎｔｈｉｓｐｏｅｍ.‘Asthepoemdevelops,heremainsincomprehen‐

siblaFinaUy,thepersonawishestodrownherselftoapproacbhim：

ｌｗａｌｋｄｒｙｏｎｙｏｕｒｋｉｎｇｄｏｍ，ｓｂｏｒｄｅｒ

Ｅｘｉｌｅｄｔｏｎｏｇｏｏｄ

Yourshelledbedlremember・

Father,thisthickairismurderous・

Ｉｗｏｕｌｄｂにathewater．

Beingsoanxiousfortheliaisonwitbherfathermthe“sheIIedbed,，，she

desirestoenterhis“kingdom，,oftheseaCuriouslyOshehungersforthe

protectionfTomherintimidatingfatherfTomthesuffocatingair(wind）

inthispoem

ltisnoteworthythatP1atHsattachmenttoherIostfathercontains

herwishforprotectionfromthethreateningforcesofnaturePlath，s

thirstforherfather,ｓｐ｢otectionagainstthedestructiveairrecursinthe

otherpoems．

“TheColossus,'ｉｓａｓｏｎｇｏｆｔｈｅｍｏｕｍｉｎｇｏｆｔｈｅｐｅｒｓｏｎaforher

deadfather、AsJonRosenblattremarks,ｔｈｉｓｐｏｅｍ“dramatizesa

versionofPygmalio、story:thedaughterwishestobringherfather,s

statuebacktolife，，ｓ１ｎｔｈｅｐｏｅｍ,thepersonaidentifiesthebodyofher

deadfatherwiththeCoIossus，whichoncestoodattheharbouTof

Rhodes・NowthestatueIiesbrokeninpieces、Thepersonatriesinvain
tobringthecolossalfathertoIife：

lshaUnevergetyouputtogetherentire1y，

Pieced,gluedandproperlyjointed

Mule-bray,pig-gTuntandbawdycackles

ProceedfromyourgTeatlips

lt,sworsethanabarnyard．
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Thirtyyearsnowlhavelabol1red

Todredgethesiltfromyourthroat、
Ｉａｍｎｏｎｅｔｈｅｗｉｓｅｒ．

Shewantstohavecommunicationwitｈｈｉｍ,buthedoeslmotspeakto
her、ＴｈｅｓｔｒａｎｇｅｎｏｉｓｅｓｏｆｍｕｌｅａｎｄｐｉｇｆＴomthecolossalfather
suggesthisindiffeTencetothepersona・Shecannotgetmeaningfmm
hislips、DavidHolbTookjustlypointsoutthat"allhergrowinglifeshe
[thepersona］hastriedtoopenhiｓ［thestatue's］mouth,sothathe
couldgivehisconfinnationofheridentity,andgivetongue."‘Ｓｈｅｉｓ
"nonethewiser，Ibecauseofherlifelonglabour・Ａｎｄｙｅｔｓｈｅｇｏｅｓｏｎ
ｗｉｔｈｔｈｅｗｏｒｋ：

ScalinglittleladderswithgluepoｔｓａｎｄｐａｉｌｓｏｆＬｙｓｏｌ
ＩｃｒａｗＩｌｉｋｅａｎantinmouming

OvertheweedyacTesoｆｙｏｕｒｂｒｏｗ

ＴｏｍｅｎｄｔｈｅｉｍｍｅｎｓｅｓｋｕｌI-platesandclear

ThebaId,whitetmnuIiofyoureyes．

ToquoteHolbrook，“Ｇｌｕｅｉｓｔｏｍｅｎｄｔｈｅｄｏ１ｌ:lyso1istopreventhis
decay,ａｎｄｔｏｐｕＴｉｆｙｈｉｍ.，'，Andshetriestoopenhiseyes・Holbrook
alsopointsoutthat“Sincehedoesnotreflecther,shefearsshecnrmot
exist.，j8Heresheisonlyahanger､ontotheremainsofthestatue・She

defhResheridentitybytryingtorevivethestatue・HoweveranxiousIy
shemaylongforhisrevivaLthedamagetothecolossalfatheristoo
greattomend；

Ｏfather,ａＵｂｙｙｏｕｒｓｅ】f

YouaTepithyandhistoricalastheＲｏｍａｎＦｏｒｕｍ・

Ｉｏｐｅｎｍｙｌｕｎｃｈｏｎａｈｉｌｌｏｆｂｌａｃｋｃｙｐress・
YourHutedbonesandacanthinehairarelittered
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IntheiroldanarchytothehoTizon-line．

Andshehidesinherfather，searforfearofthedestructivewindwhich

hadcreatedtheruin,saying"Nights,Isquatinthecomucopia／Ofyour

Ieftear,ｏｕｔｏｆｔｈｅｗｉｎｄ.',Finally,sheexpressesmeatresignationof

revivinghim：

MybouIsaremarTiedtoshadow・

Nolongerdollistenforthescrapeofakee1

Ontheblankstonesofthelanding．

ThefiIBtlineabovestressesherinabilitytomendthestatueDnamely，

themiseryofhervainloveofherlostfather・Sheexpectsnobodywill

appearatthｅｐｌａｃｅｏｆｈｅｒｌｏｎｅ,unsuccessfulstmggletorevivehim・

Ａ１ｓｏｉｎ`oTheBeekeeper，sDaughter,，jthepersonawishestoestab・

lishcommunicationwithherdeadfather・AccordingtoTedHughes，

thispoemis"oneofagroupofpoemsthatshe[Plath]wrote．．．about

herfather・BesidesbeingageneTalbiologistandbotanist，hewasa

specialistinbees.，,ｏＳｏｗｅｒｅｇａｒｄｔｈｅｂｅｅｋｅｅｐｅｒｉｎｔｈｅｐｏemasthe

poet'ｓ[thepe鱈ona's］father・Inthefirststanza,thepe応onawalksin

agarden,whichisdescTibed“ｉｎtermsofovertlysexualsymbolism,､:ＩＤ

AgardenofmouthingsPurpIe,Scarlet･speckled,black

ThegTeatcoroUasdilateDpeelingbacktheirsilks、

Theirmuskencroaches,circleaftercircle，

Ａｗｅｌｌｏｆｓｃｅｎｔｓａｌｍｏｓｔｔｏｏｄｅｎｓｅｔobreathein．

ShewantstoenjoythestrongmuskofthemeatcoroUas,which

heightenshersexualdesire・Ｂｕｔｔｈｅｓｃｅｎｔｉｓｔｏｏｓｔｒｏｎｇｆｏｒｈｅｒｔｏ

breathem、Then,shemeetsabeekeeper,ｈｅｒfather：

Hieraticalinyourfrockcoat,maestroofthebees，

Ｙｏｕmoveamongthemanybreastedhives，
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Myheartunderyourfoot,sisterofastone．

Ｔｈｅｆａｔｈｅｒｓｅｅｍｓｓｏｈｅｒｏｉｃｉｎｔｈｅ“gardenofmouthings,，,which
suffocatesthedaughter・Hencesheisshrinkingintotheprotection
underthefootofherfather・MeIanderjustlyclaimsthat"thedaughter
acceptsherroIeofthesubjectunderamightyruleT,andthisfeelingof
dependenceonthefatherisｃ]earIyrelatedtoasexuaIdesireforｈｉｍ・'''’
1dentinedwiththeflowers,thedaughterpreparesherseIffOrtheliaison
withherfather：

Trumpet・throatsopentothebeaksofbirds，

TheGoIdenRainTreedripsitspowdersdown

lntheselittleboudoirsstreakedwithorangeandred
TheanthersnodtheirheadsDpotentaskings
Tofatherdynasties．

AccordingtoHolbrook,“ThebirdssuckingthehoneyfromtheHowers
areusingamaleprobosciｓｔｏｅａｔｔｈｅｐｏｌｌｅｎｏｕｔｏｆｔｈｅｆｅｍａｌｅf1owers,，

ａｎｄ“TheGoIdenRainTree”ｉｓａｎ“imageoftbephaUus，casting
seed."ｌ２Ａｌｓｏｈｅｓａｙｓａｂｏｕｔｔｈｅｌａｓｔｔｗｏlinesabovethat“Themale，
phalIic，ｐａｒｔｓｏｆｔｈｅＨｏｗｅｒｓａｒｅｐｏｔｅnt，andfertile．．．．，,l3Butthe
personafindsthesexualunionwitbthebeekeeperincestuous，Ｈｅｉｓａ

“fruitthat，ｓｄｅａｔｈｔｏｔａｓｔｅ，,Asshelindsthemarriageforbidden,ｓｈｅ
ａｌｓｏｂｅｃｏｍｅｓａｗａ｢ｅｔｈａｔｈｅｒｆａｔｈｅｒｈａｓｄｉｅｄＡｎｄｙｅｔｓｈｅstickstobe
beingunitedwithherdeadfather,identifiedwithaqueenbee：

Father,bridegroom，inthisEasteregg
UnderthecoronaIｏｆｓｕｇａｒｒｏｓｅｓ

Ｔｈｅｑｕｅｅｎｂｅｅｍａｒｒｉｅｓｔｈｅｗｉｎｔｅｒｏｆｙear．

lntheopinionofJudithKroU，theselinessuggestthat“she［the
daughter］hopelesslywaitsfOr`spring,andtheresurrectionofthis
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particulargod［thebeekeeperl"l4Andwefindthatthepersona，s

maITiageto“winter,，hereisclearlymatchedbyhermarriageto
Mshadow,'ｉｎ“TheColo＝quB，，

Furthermore，tounderstandPlath，smorbidfixationtoherlost

father,ｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｌｉｎｅｉｎｔｈｅｐｏｅｍｉｓｗｏｒthspecialattention：

MyheaTtunderyourfoot,sisterofastone．

Inthisline,ｔｈｅｐｅｒｓｏｎａｈｉｄｅｓｕｎｄｅｒｔｈｅｆｏｏｔｏｆherfatherfromthe

suffocatingscentsinthegardenPetriliedintoaStone,sheenjoysa
masochisticcomplacencyunderthefootofherfather・Ａｔｔｈｅｓａｍｅ

ｔｉｍｅ，sheseemshardlytobreatheunderhisfoot・Ithinktbather

masochisticloveofherlostfatheristobedevelopedintoafearofbeing

absorbedintohisidentity・Thisfearisclearlyexpressedin“Daddy,,’
againinthefootimagelnthefirstsｔａｎｚａｏｆｔｈｅｐｏｅｍ,thepersona
expresseshersuffocatｅｄｆｅｅｌｉｎｇｗｉｔｈｈｉｍ：

Ｙｏｕｄｏｎｏｔｄｑｙｏｕｄｏｎｏｔｄｏ

Ａｎｙｍｏｒｅ,blackshoe

lnwhichlhavelivedlikeafoot

ForthirtyyearsDpoorandwhite，

BarelydaringtobreatheorAchoo

Herfathe｢doesnotsatisfyheranymoTe,becausebemgsodesirousof

herdeadfather,heridentityhasbeenbu｢iedaliveintotheimageofher
father・Inthatsense,herfatherhasbeensuffocatingher･Wefindhere

acolTespondencebetweentheTeferencetothe“thirtyyears，,aboveand
thelifeIongworkofthirtyyearstorevivetheco1ossalfatherin``The
CoIo霊us.,，

InadditionthepersonaremembeTsi、thepoemthatherfatherhad

inrealitybeenathreateningfigureToheT,ｈｅｈａｄｂｅｅｎａ“Ghastly
statuewithonegTeytoe／BigasaFriscoseaL,,Accordingly,thefather

appearsasanoppressortｏｈｅｒ・Curiously,ｉｎｔｈｉｓｐｏｅｍ,toemphasize
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Ｉ
herteITibIeaweofherfather，theoppressor･victimrelationshipof

fatheranddaughterisexpressedintermsoftheNazi-Jewrelationship・

ThepersonaidentifiesherseIfwithaJewandisfrightenedby
Ｉ

Anengine,anengme

ChuHingmeofflikeaJew，

AJewtoDachau,Auschwitz,Belsen

lbegantota1klikeaJew･

ＩｔｈｉｎｋｌｍａｙｗｅｌｌｂｅａＪｅｗ．

Ａｎｄｈｅｒｆａｔｈｅｒｉｓ

Panzer-man,panzer･ｍａｎ０Ｏｙｏｕ－

ＮｏｔＧｏｄｂｕｔａｓｗａｓｔｉｋａ

ＳｏｂＩａｃｋｎｏｓｋｙcouIdsqueakthrough

EverywomanadoresaFascist，

Ｔｈｅｂｏｏｔｉｎｔｈｅｆａｃｅ,ｔｈｅｂｒｕｔｅ

Ｂｒｕｔｅｂｅａｒｔｏｆａｂｒｕｔｅｌｉｋｅyou．

WecanagTeewithMelander，ｗｈｏｃｌａｉｍｓｔｈａｔ‘oTheexperienceof

privatepainseｅｍｓＩｉｎｋｅｄｈｅｒｅｗｉｔｈａｆｅｅｌｉｎｇｏｆｃｏｍpassionfoTaIl

thosewhosuffer.，，l5

Besides,asthepoemdevelops,thepersona,shusbandisintroduced

asa“modeI,，ofheTdeadfather：

ｌｍａｄｅａｍｏｄｅｌｏｆｙｏｕ，

AmaninblackwithaMeinkamphlook

Ａｎｄａｌｏｖｅｏｆｔｈｅｒａｃｋａｎｄｔｈｅｓｃｒｅｗ、

Ａｎｄｌｓａｉｄｌｄｑｌｄｏ．
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Ｔｈｅｖａｍｐｉｒｅｗｈｏｓａｉｄｈｅｗａｓｙｏｕ

ＡｎｄｄｒａｎｋｍｙｂｌｏｏｄｆＯｒａｙｅａｒ，

Sevenyears,ｉｆｙｏｕｗａｎｔｔｏｋｎｏｗ．

HeThusbandalsohasaNazicountenａｎｃｅａｎｄｌｏｖｅｓｔｏｔｏｒｔｕｒｅｈｅｒｂｙ
"therackandthescrew.”AsRosenblattremarks,“PIathimaginesthat
avampire-husbandhasimpersonAtedthedeadNazi・fatherforseven

yearsofmarTiage．．．,,n6Andthepersonafinallytriestoexorcisethe

devilofherfather-husbandbythetraditionalmethodofritualkiUing：

ＴｈｅｒｅＤｓａｓｔａｋｅｉｎｙｏｕｒｆａｔｂｌａｃｋｈeart

Andthevillagersneverlikedyou，

Ｔｈｅｙａｒｅｄａｎｃｉｎｇａｎｄｓｔａｍｐｉｎｇｏｎｙｏｕ

ＴｈｅｙａｌｗａｙｓＡ"ｅｚｕｉｔｗａｓｙｏｕ，

Daddy,daddy,ｙｏｕbastard,１，ｍthrough．

ＳｈｅｉｓｇｏｉｎｇｄｅｔｈｍｎｅｔｈｅｔｙＴａｎｔｏｆｈｅｒｏｗｎｓｏｕＬＰ１ａｔｈ,ssymbolic
father･kiUinghereisaninevitablestepforher1ibeTationfromher

bondagetothefather-husband

ltisimpressiｖｅｔｈａｔｉｎ“Daddy,,,thepersonaidentifiesherhusband

whotorturesherwithherdeadfather、Ｗｅｒｅｍｅｍｂｅｒａｌｓｏｉｎ“The

RabbitCatcher,，,Plathdescribesherhusbandasanoppressortoher･

AsKrollregards,Ibelievethisambiguouspoemisconcemedwiththe

poet,smarriagewithherhusband171nthｅｐｏｅｍ,thepersonafirstly
depictsthedetａｉｌｓｏｆｔｈｅｃ｢uelrabbithunting、Ａｎｄthen,shequickly
parallelsthecrueltyoｆｔｈｅｒａｂｂitcatcherstotherabbitwiththe

brｕｔａｌｉｔｙｏｆｈｅｒｈｕｓｂａｎｄｔｏｈｅｒ：

Ａｎｄｗｅ,too,hadare1ationship-

TightwiresbetweenusD

Pegstoodeeptouproot,ａｎｄａｍｉｎｄｌｉｋｅａｒｉｎｇ

Ｓ１ｉｄｉｎｇｓｈｕｔｏnsomequickthing，

TheconstrictionkiUingmea1so．
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Ｓｈｅｉｓｐｅｇｇｅｄｄｏｗｎｂｙｈｅｒｈｕｓｂａｎｄａｎｄｓｎａｒｅｄｂｙｈｉｓ“mindlikea

ring,DImprisonedinthering,shecanhardlybreathewithhim，

WehaveseenthatPIath，strialforregainingthereIationshipwith

herdeadfatherbringsherthemiseryofbeingimprisonedintｏｔｈｅ

ｉｍａｇｅｏｆｈｅｒｆａｔｈｅｒ，Besides,shethinksthatsheistenPiblyabusedby

herhusbandwhomsheidentilieswiththefatheT・Henceshemustbe

liberatedfromthedreadfUlengulfment．

1１

Plath，s1ongingforherselfrenewaIimmediatelyde｢ivesfromherrage

toIiberateherselffmmbeingengulfedbyherfatherandhusband，

Especially，ｓｈｅｍｕｓｔｂｅｌｉｂｅｒａｔｅｄｆｒｏｍｔｈｅｈｕｓｋｏfIifelongmental

slaverytoherIostfather・Ｓｏｈｅｒｓｅｌｆ・renewalmustgothroughself、

regression,whichisexpectedtobringheranimmaculatebeginnｉｎｇｔｏ

ａｎｅｗＩｉｆｅＦｏｒｅｘａｍｐＩｅ，ｉｎ“FaceLift,,，thepersonaenjoysher

seIf-regressioninthehospitalward：

ＤａｒｋｎｅｓｓｗｉｐｅｓｍｅｏｕｔｌｉｋｅｃｈａＩｋｏｎablackboard・

Ｉｄｏｎ，tknowathing．

Forfivedaysllieinsecret，

TappedIikeacask，theyearsdrainingintomypillow．

lnthepoem,shefeelsherself“growbackward”andfinaUyboastsinan

overnarcissisticnote,“Mothertomyself,Iwakeswaddledingauze,／

Ｐｉｎｋａｎｄｓｍｏｏｔｈａｓａｂａｂｙﾉ，

However,otherpoemsrelatedwithPlath,ｓｓｅｌｆｒｅｎｅｗａｌａｒｅｎｏｔａｓ

ｓｉｍｐｌｅａｓ“ＦａｃｅLift.,,ToiIlustTatethevariouspattemsofPlath，s

self･renewal，Ishallconsiderthefourpoems，“TheStones,,,“TuIips,，，

"Ariel,，,ａｎｄ“LadyLazarus.，，

AccordingtoHughes,“TheStones，,wasthelastpoemPlathwrote

intheUnitedStates・Hesaysthat"1t["Thestones"]isfullofspecific

detailsofherexperienceinamentalhospitaL,，nａＡｍｅｓｎｏｔｅｓthatPIath
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experience。“psychiatrictreatmentandelectricshocktherapy,，inthe

hospitalafterhersuicideattemptinl95a19Thus,ｗｅcanparal1elthe

detailsofhospitalizationinthepoemwithherexperienceoftheelectric

shocktherapy・Morethanthis,KroUmakesdeartheinHuenceofPaul

Radin，sbook,ﾍﾉｳｵtmzFb鯰lmesonthepoem、Sheremarksasfollows：

Radin，ｓＡﾉｳﾌﾞ、〃FbZhm陸providedPIathwithaready-madeanaL

ogyfor“TheStones.，，Ｆｒｏｍ“TheCityWhereMenAreMended,,，

shetookthefirstlmeofherpoemandthebasicideauponwhicbshe

impTovisedA“citywheremenaremended''一where,inthetale，

twodeadandmutilatedgirlsarerepaired-isnotveTydfferent

fromahospitaLandsothecityofPlathrepresentsaplacewhere
thebrokenselfisreconstructed''2０

AsKrouthinks，ｔｈｅｐｅｒｓｏｎａｉｓｉｎａｈｏｓｐｉｔａｌｗａｒｄａｎｄwantstobe
reconstructedintothenewlife．

Thisisthecitywheremenaremended・

ＩＩｉｅｏｎａｇｒｅａｔａｎｖｉＩ．

Lyingontheoperationtable（"gTeatanvil'，)，sheisreadyforher
seIf-transformation、Thenshefansintounconsciousnessasaresultof

themedicaltreatment(presumabIy,bytheeIectricshocktherapy)：

TheHatbluesky-circle

ＦｌｅｗｏＩｆｌｉｋｅｔｈｅｈａｔｏｆａｄｏｌｌ

ＷｈｅｎｌｆelloutofthelighLIentered

Thestomachofindifference,thewordlesscupboard

ThemotherofpestlesdiminiShedme、

IbecameastiUpebble．
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Whensheentersthedarkness,sheiscompIeteIyisolatedfromtheeyes

ofothers・AndshefeelsherselfpetrifiedinthedarkbeIIy,Thepersona，s

petrincationhereisnotablydifferentfromherpetTificationin“The

Beekeeper，sDaughter,，，whereshepetrifiesunderthefootofherfather

fortheunioｎｗｉｔｈｈｉｍＴｈｅｐｅ｢sona,spetrificationinthispoem

suggestsherperfectisolationandentryintotheselfregression・And

thepetrifiedselfisbroughttoｌｉｆｅｉｎｔｈｅｗｏｍｂｌｉｋｅｓｔｏｍａｃｈ：

Ｄｒｕｎｋａｓａｆｏｅｔｕｓ

ｌｓｕｃｋａｔｔｈｅｐａｐｓｏｆdarkness．

’
'１ Shepreparesherselfforherrebi｢ｔｈｉｎｔｈｅｄａｒｋｂｅｌ１ｙ，Ａｎｄthen,she

recoversconsciousness・Shefeedsonthe“foodtubes，，andherbodyis

washedbythe“Sponges.”Andthedoctor("jewelmaster',)opensher

eyes：

Ⅱ

Thisistheafterhell：Ｉｓｅｅｔｈｅｌｉｇｈｔ，

Awindunstoppersthechamber

Oftheearpldworrier．

'１

Whensherecoversconsciousness,shemustfaceheroldwolTies、And

shefinds“daylightlaysitssamenessonthewa11.,,Sheisnotrenewed

ataUbythespecialtTeatment、Andthedoctors("grafters'')ｌｏｏｋvery

indifferenttoherperplexity、Ｔｈｅｙonlyrecoverherphysicalenergy：

ThegTaftersarecheeTfuI，

Heatingthepincers,hoistingthedelicatehammers、

Acurrentagitatesthewires

Voltuponvolt，Catgutstitchesmyfissures．

AlthoughherphysicalenergyisgTaduaUyrestored,shedoesnotexperi‐

enceanyradicaltreatmentforherspiritualrenewaLFina1ly，ｓｈｅ
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pretendstoberenewed：

Thevaserecostructed,houses

Theelusiverose．

Tenlingersshapeabowlforshadows・

MymendingsitchThereisnothingtoｄｏ・

ＩｓｈａｌＩｂｅｇｏｏｄａｓｎｅｗ．

Sｈｅｗａｎｔｓｔｏｐｌａｃｅｔｈｅｎｅｗｓｏｕｌ（rose）ｉｎｈｅｒｍｅｎｄｅｄｂｏｄｙ（recon‐

structedvase),butshefindsthe｢ose``e1usive.”Hercomplacent"Isha1l

begoodasnew，,doesnotsoundconvincingatalLHerrenewaIinthis

poemisfaIse・ＡｎｄｓｏＤｔｈｅｐａｉｎｆＵｌｑｕｅｓｔｆｏｒｓｅｌｆ・renewalmustbe
contimqed

Theneｘｔｐｏｅｍ,“Tulips.”isalsoahospitalpoem，Hughesremarks

thatthispoem“belongstoMarchl961，andrecordssometulipsshe

[Plath］ｈａｄｉｎｔｈｅｈｏｓｐｉｔａｌｗｈｅｒｅｓｈｅｗａｓｒｅｃoveringfroman
appendectomy･''21Again,ｔｈｅｐｅｒｓｏｎａｌｉｅｓｏｎｔｈｅｂｅｄ：

Thetulipsaretooexcitable,itiswinterbere

LookhowwhiteeverythingisDhowquiet,howsnowed-in・

IamIeamingpeacefulness,lyingbymyseIfquietly

Asthelightliesonthesewhitewalls,ｔｈｉｓbed,thesehands

lamnobody;Ｉhavenothingtodowithexplosions，

Ｉｈａｖｅｇｉｖｅｎｍｙｎａｍｅａｎｄｍｙｄａｙ･clothesupｔｏｔｈｅｎｕｒ君es

Andmyhistorytotheanesthetistandmybodytosurgeons．

Ｔｈｅ“tooexcitable，，ｔｕｌｉｐｓｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｌｉｎｅｎｏｔｏｎｌｙｅｘｐressesthe

persona,smotivationofherescapeintothepeacebutforeshadowstheir

hostiliｔｙｔｏｈｅｒ,whichisdescribedfromthefifthstanza・Withdrawn

intothewhitepeace,shehasnothingtodowithgreatjoyandviolent

agony（"explosions,,)．Ｓｈｅｉｓｎｏｂｏｄｙｂｅｃａｕｓｅｓｈｅｉｓｊｕｓｔｏｎｅofthe

anonymouspatientsdeprivedoftheirpersonalities、ThusDsheisready
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forherselfregTession，Thenursesanesthetizeher：

Theybringmenumbnessintheirbrightneedles，ｔｈｅｙｂｒｉｎｇｍｅ

ｓｌｅｅｐ

Ｎｏｗｌｈａｖｅｌｏｓｔｍｙselflamsickofbaggage-

MypatentleatherovemightcaselikeablackpiUbox，

Ｍｙｈｕｓｂａｎｄａｎｄｃｈｉｌｄｓｍｉｌｉｎｇｏｕｔｏｆｔhefamilyphoto；

Theirsmilescatchontomyskin,littlesmilinghooks．

Ihaveletthingsslip,athirty-year・oldcargoboat

Stubbomlyhangingonｔｏｍｙｎａｍｅａｎｄａｄｄｒｅｓｓ、

Ｔｈｅｙｈａｖｅｓｗａｂｂｅｄｍｅｃｌｅａｒｏｆｍｙｌｏｖｉngassociations．

SheenjoysanepentheansleephereShehasnothingtodowithher

daiIyassociationsandbelongingsAndsheisfreefromherpersonal

histo｢y・Ｔｈｅ“thi｢ty-year・oldcargoboat，，isreminiscentofthe``thirty

years”ｉｎ“TheColossus,，ａｎｄ“Daddy.，’Thereforetheselinesexpress

notonlyherescapefromtheturbulentlifebutherlongingforthe

liberationfromherwholepast・

Ｉｎｔｈｉｓｐｏｅｍ,howeve｢,thepeTsonaidentifiesthepeaceinwhichshe

enjoysheTself・regTessionwithdeath,saying"1t[thepeacefulness］is

whatthedeadcloseon,finally;Iimaginethem／Shuttingtheirmouths

onit,ｌｉｋｅａＣｏｍｍuniontablet.,,

Whentheanesthetizationisover,theredtulipsdisturbthedeath‐

Iikestateofpeaceandmenaceher：

Ｔｈｅｔｕｌｉｐｓａｒｅｔｏｏｒｅｄｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｐｌace,ｔｈｅｙｈｕｒｔｍｅ，

Eventhroughthegiftpaperlcouldhearthembreathe

Lightlyjthroughtheirwhiteswaddlings01ikeanawfulbaby、

Theirrednesstalkstomywound,itcorTesponds・

Theyaresubtle:theyseemtofloat,thoughtheyweighmedown，

Upsettingmewiththeirsuddentonguesandtheircolor，

ＡdozenTedleadsinkersroundmyneck．
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Incontrasttothepersona，sdehumanization，thetulipsbreatheviD

lently、AndtheycommunicatewiththepainfUlexperienceofherlife

Theyinduceinheraterribleturbulenceteariｎｇｈｅｒａｗａｙｆｒｏｍｐｅａｃｅ

Ｔｈｕｓ,shefeelsherse1flifelesscomparedwiththepowerfullifeforce

Sheｓａｙｓ“AndIseemyself，Hat，ridiculous，acut-papershadow／

Ｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｅｙｅｏｆｔｈｅｓｕｎａｎｄｔｈｅｅｙｅsofthetulips.,,BarbaraHardy

remarksthattheredtulipsareo`hateful,asemblemsofcrueIspring,,ｔｏ

her・ｚＥＩｔｉｓｃｌｅａｒｔｈａｔｔｈｅｂｒｉｇｈｔｔｕlipsevokethelife-fo｢ceinherby

threateningher・Finally,theyinitiatesomekindofregenerationfrom

herpeacefuldeathlikestate：

ThewaUs,also,seemtobewanningthemselves・

Thetu1ipsshouldbebehindbarslikedangerousanimals；

ＴｈｅｙａｒｅｏｐｅｎｉｎｇｌｉｋｅｔｈｅｍｏｕｔｈｏｆｓｏmegreatAfricancat，

Ａｎｄｌａｍａｗａｒｅｏｆｍｙｈｅａｒｔ:itopensandcloses

lt,ｓｂｏｗｌｏｆｒｅｄｂＩｏｏｍｓｏｕｔｏｆｓｈｅｅｒｌｏｖｅｏｆｍｅ

Ｔｈｅｗａｔｅｒｌｔａｓｔｅｉｓｗａｒｍａｎｄsalt,Ｉｉｋｅｔｈｅｓｅａ，

Ａｎｄｃｏｍesfromacountryfarawayashealth．

A1thoughthetulipsaredangerous,ｔｈｅｙｍａｋｅｈｅｒａｗａｒｅｏｆｈｅｒｈｅａｒｔ，

heTownlife-forceAndsheidentifiesheTheartwiththeredtulips・To

quoteMarjoriePerloff,“FlowerpetalandhumanbIoodbecomeone''２３

Inthismanner,thetulipsbringheraretumtolifeThetearsofthesalt

wateTbelongtoherconvalescenceThelasttwolinesintimatethatshe

rcturnstolifewithgTeatrductance・Afterall，shemustleavethe

hospitaIintime．

“Tulips，Dcentersonthepersona，sprocessofherretumfromthe

dehumanizationinthehospitaltolife・Ｉｎｔｈｅｐｏｅｍ,herideaofshedding

theo1dselfbelongstoherwithdrawalintothedeath-1ikestateofpeace

Onthecontrary,ｉｎ“Ariel,，,thesameideaisdeeplyunitedwithherrage

foravividIifeltseemsthatthepeTsona，sidentificationwiththered

flowersin“Tulips，，isdevelopedintoheridentificationwiththeTedsun

in``ArieL,,
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HughesremaTksthat“ＡＲＩＥＬｗａｓｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅｈｏｒｓｅｏｎｗｈｉｃｈ

ｓｈｅ[P1ath]wentridingweekly."２４Sincetheword"Ariel，，hasitsorigin

inaHebrewwordwhichmeansgazeUe,“Ariel，'seemstobeafavorable

nameforthehorse、Ａｎｄｔｈｅｎａｍｅｇｉｖｅｓｕｓｔｈｅｋｅｙｔｏｔｈｅｐｏｅｍ．

"Arie]'，hasanothermeaning,ｔｈａｔis,“thｅｆｉｒｅｏｆＧｏｄ,，'ｏｒ“ｔｈｅｌｉｏｎｏｆ

Ｇｏｄ，，ｓｏ``Ariel，,isappropriatealsofoTthetitleofthepoeminwhich

thepersonaplungeｓｉｎｔｏｔｈｅＩｉｒｅｏｆｔｈｅｓｕｎ，identifiedwiththehorse

whichshecalls“God，,s1ioness.”Moreover,thepoetmayalludetoan

airyspiritｉｎｍｃＴ１Ｂ醜Pesl,ｗｈｉｃｈｃａｎＨｙ,flame,andmeltintotheair

freelyafteradozenyearsofimprisonmentinaclovenpinebySycoTax

andstillwantstobeunboundfromPTospero、Ｆｏｒ“Ariel',isapoemof

avioIentHightintheairbythepoetwhohadbeenconfinedintｈｅ“foot，,

andｔｈｅ“mind，,ofherfather･hu1貝h盆nｄ

ｌｎｔｈｅｆｉｒｓｔｔｅｒｃｅｔｏｆｔｈｅｐｏｅｍ,silenceisintroducedasapreamble

tothepowerfulHight：

Ｉ
Ｉ

’６
４
０
１
－

Ｉ

Stasisindarkness・

ThentbeguuhStZmcelegsblue

Pouroftoranddistance＆

ThereisnomotioninthedarknessofdawnlmmediateIy,thedarkness

changesintothealmosttransparentblueAsthesmallhillandthe

distantlandscapeemerge,thepersonafindsherhorse,Ariel：

God,slioness，

Ｈｏｗｏｎｅｗｅｇｒｏｗ，

Pivotｏｆｈｅｅｌｓａｎｄｋｎｅｅｓ１－ＴｈｅｆｍＴｏｗ

Splitsandpasses,ｓｉｓｔｅｒｔｏ

Ｔｈｅｂｒｏｗｎａｒｃ

Ｏｆｔｈｅｎｅｃｋｌｃannotcatch，

Nigger-eye



７

`３

BeITiescastdark

Hooks-

Blacksweetbloodmouthfuls，
Shadows．

ＳｈｅｃａＵｓｔｈｅｈｏｒｓｅ“God，sIioness.，,SincetheIionisthetraditional

emblemofthesun,"God'slioness，，seemstoforeshadowthedaringjump
ofthehorseintothesunThepersonaandthehorsegTowtogetherinto
tｈｅ“Pivotofheelsandknees.，,Althoughshecannotcatchthebrown

neckofthehorse,shefeelsasifshewere“sister”oftheneckAndthe

blackberrieswhiｃｈｌｏｏｋｌｉｋｅ“Nigger・eye，，entwinethehorsewoman，
likehooks，Ａｓａｒｅｓｕｌｔｔｈｅ“BIacksweetbloodmouthfuls,，ofthe

berriesaresprinkledoverherbody・Butshedefiesthehooksbecause

somethingｅｌｓｅ

HauIsmethToughair-

Thighs,ｈａｉｒ；

Flakesfrommyheels．

Sbefeelsonewithhorse，onewithnatureAndthen，inherfull

acceleration,shethrowsolfheroldseIf(oldbody)：

White

Godiva,Iunpeel-

Deadhands,deadstringencies．

Ａｎｄｎｏｗｌ

Ｆｏａｍｔｏｗｈｅａｔ,agIitterofseas

ThechildDscry

ＭｅｌｔｓｉｎｔｈｅｗａｌＬ
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Ａｎｄｌ

Ａｍｔｈｅａｒｒｏｗ

ThedewthatHies

SuicidaLatonewith thedrive
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Eye,thecauIdronofmoming．

ＴｈｅｄｅａｄｈａｎｄｓｗｈｉｃｈｓｈｅｐｅｅＩｓｏＩｆｍａｙｅｃｈｏｔｈｅｌａｂｏｒｍｇｈａｎｄｓｔｏ

ｍｅｎｄｔｈｅｃolossalfatherin“TheColossus.”Peelingoffheroldbody，
ｓｈｅｄｒｉｐｓｔｈｅ“foam,'ofherperspirationontothewheatIields・Ａｓｓｈｅ

ｌｏｏｋｓｄｏｗｎｏｎｇｏＩｄｅｎｓｅａｓｏｆｇrain,shedissolvesintothedewofher

perspiration・ImmediateIy，ｔｈｅ。ewisconsumedintherisingsun

ldentiIiedwithadew,thepersonaenjoysthefeelingofselfevaporation
inthemorningsunAsPerloffsays,ｔｈｉｓｐｏｅｍ“dramatizeswhatitis

liketobetakemcompletelyoutofone'ｓself,totranscendone，ｓｅｇｏｉｎ
ａｍｏｍｅｎｔｏｆａｎｉｍｉｓｔｉｃｃｏｍｍｕｍon．．,Ｐ２５

Ｗｅｎｏｔｉｃｅｈｅｒｅｔｈａｔｉｎ“TheStonesD,ａｎｄ“Tulips,,Dthepersona

entersintotheda｢knessandfEelsherselfmadetoregTessbywayofthe

medicaltreatment;ｉｎ“Ariel,”sheenjoysherselfevaporationthrough

theanimisticcommunionoftheviolenthorseridingThepersona,s

ascendingdriveintotheｒｅｄｓｕｎｉｎ“Ariel,，isasurpnsecomparedwith

herpostuｒｅｏｆＩｙｉｎｇｄｏｗｎｍｔｈｅｈｏｓｐｉｔａｌｐｏｅｍｓ，whichsuggestsher
vulnerabilityandwithd｢awalintothesleep

lnaddition,wefindastrongcontrastbetweenPlath'sfiercepIunge
intothemorningsuninthepoemandhermiserablemaITｉａｇｅｔｏ

"Shadow0,,“winter,,Ｉａｎｄｈｅｒｗｈｉｔｅｉｍｐｒｉｓｏｎｍｅｎｔｉｎｔｈｅｐoemswhich
expressthefather､daughterTeIationship

Next,``LadyLazarus,，expressesfullytheideaofdyingandbeing
rebom、ThetitlealludestothebiblicalLazaruswhomChristrni聖d

fromthedeadUnlikeLazarusintheBible,LadyLazarusisrebomfoT

herseIfPlath，ｓｃｏｍｍｅｎｔｏｎｔｈｅｐｏｅｍｆｏｒｔｈｅＢＢＣｒｕｎｓａｓｆＯｌｌｏｗｓ：
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ＴｈｅｓｐｅａｋｅｒｉｓａｗｏｍａｎｗｈｏｈａｓｔｈｅｇＴｅatandterribIegiftof

beingrebornTheonlytroubleis,ｓｈｅｈａｓｔｏｄｉｅｆｉｒｓｔ、Sheisthe

Phoenix,theliberationspiTit,ｗｈａｔｙｏｕｗｉｌｌ．．．．Z６

Inthepoem,again,thepeTsonacuriouslyintroduceshｅｒｓｅｌｆａｓａＪｅｗ・

Herskinis“BrightasaNazilampshade，，andherfaceis`IafeatureIess，

fine／Jewlinen',Andsheidentifiesthebodywithherdead,oIdseIfto

bethrownofY：

Ｔｈｅｎｏｓａｔｈｅｅｙｅｐｉｔｓ,ｔｈｅｆｕｌｌｓｅｔｏｆｔｅｅｔｈ？

Ｔｈｅｓｏｕｒｂｒｅａｔｈ

ＷｉＵｖａｎｉｓｈｉｎａｄａｙ．

soon,ｓｏｏｎｔｈｅＨｅｓｈ

Ｔｈｅｇｒａｖｅｃａｖｅａｔｅｗｉｌｌｂｅ

Ａｔｈｏｍｅｏｎｍｅ

Ａｎｄｌａｓｍｉｌｉｎｇｗｏｍａｎ

ｌａｍｏｎｌｙｔｈｉｒｔｙ，

Ａｎｄｌｉｋｅｔｈｅｃａｔｌｈａｖｅｎｉｎｅｔｉｍｅｓｔｏｄｉｅ

ＴｈｉｓｉｓＮｕｍｂｅｒＴｈｒｅｅ

Ｗｈａｔａｔｒａｓｈ

ＴｏａnnihiIateeachdecｮdｅ

Again,thepersonareferstoher“eachdecade,，，ｏｒｈｅｒ“thirtyyears，Dto

beannihilated，Holbrookrightlypointsoutthat“ULadyLazarus，

expressestheboastthatshe［Plath］cancommitsuicidewithout

damage,beyonda1lreason，andfindthesamepurity､''27Andhealso

claimsthat“TheabsurdboastismadeinatoneofhystericaIpride・''２８

Ｔｈｅｐｅｒｓｏｎａｇｏｅｓｏｎｔｏｂｏａｓｔｏｆｈｅｒ“terriblegiftofbeingreboTn”：

Dying
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Ｉｓａｎａｒｔ,likeeverything

ldoitexceptionaUｙｗｅｌＩ

eｌｓｅ

ＩｄｏｉｔｓｏｉｔｆｅｅｌｓｌｉｋｅｈｅｌＩ

Ｉｄｏｉｔｓｏｉｔｆｅｅｌｓｒｅａｌ

Ｉｇｕｅｓｓｙｏｕｃｏｕｌｄｓａｙｌ，ｖｅａｃａＩＬ

Ｄｙｉｎｇｉｓａｎａｒｔｂｅｃａｕｓｅｉｔｃｒeatesperfectlyanewlife，whichthe

personacalls“`Amiracle1，”Finally，sherevivesfromtheHaming

furnaceｗｉｔｈｔｈｅｄ②fizmcetoherNazifather：

HerrGodHerrLucifer

Ｂｅｗａｒｅ

Ｂｅｗａｒｅ

Ｏｕｔｏｆｔｈｅａｓｈ

ｌｒｉｓｅｗｉｔｈｍｙｒｅｄｈａｉｒ

Ａｎｄｌｅａｔｍｅｎｌｉｋｅａｉｒ．

TheseoverhystericallinestakeonaspeciaIweightinSylviaPlath

TheｐｅｒｓｏｎａｄａｒｅｓｔｏｅａｔｍｅｎａｓｅａｓｉｌｙａｓherbTeathing・Shedoesnot

expresshersuffocatedfeelingwithherfatherandhusbandanymore，

Thustheideaofconsumingmen,ortheideaofloversfusingintoone，

expressesnotsomuchherthreaｔｏｒｈａｔｒｅｄｔｏｍｅｎａｓｈｅｒａｍｂｉｔｉｏｎｏｆ

ｗinningpositivecontactswithmen

Wｅｒｅｍｅｍｂｅｒｔｈａｔｉｎ“TheStones，,andooTulips,,，thepersona

enjoysonlytemporaryselfregTession・Itmaybesaidthatthedesper‐

atenessin“Ariel”ａｎｄ“LadyLazarus，,stemsfromthepexsona，Ｓｉｍ‐

patienceoverthefragneseIf.「egTession，ｗｈｉｃｈｓｈｅｅｘｐｅｃｔｓｔｏｂｅａ

ｇａｔｅｗａｙｔｏｈerrenewallnotherwords,thehystericaInotein“Ariel”

and“LadyLazarus,，belongstoherTagetowinanimmediateliberation

fmmbeingengulfedbyherfather･husband，

EquaUyimportant,ｗｅｈａｖｅｓｅｅｎｉｎ“FuIlFathomFive,”ｔｈｅper．
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ｓｏｎａｄｒｏｗｎｓｔｏｍｅｅｔｈｅｒｄｅａｄｆａｔｈｅｒｆorprotectionfromthe“murder．

ous,，ａｉｒａｎｄｉｎ``TheBeekeeper'ｓDaughter,，DshehidesunderhisfOot

forprotectionfromthesuffocatingscentsandenjoysamasochistic

complacenｃｙｕｎｄｅｒｈｉｍ、Ｔｈｅｎ“Daddy，'revealsthatasaresultofher

painfuｌａｔｔｅｍｐｔｔｏｍｅｎｄｔｈerelationshipwithhim，shefeelsherself

stinedandimprisonedinhisimageAIsoin``TheRabbitCatcher,,,ｓｈｅ

ｆｅｅｌｓｔｈａｔｓｈｅｉｓｐｅｇｇｅｄｄｏｗｎａｎdsuffocatedbyherhusbandC1early

thepersonaDsascendingdrivetodevourmen“ｌｉｋｅair,,ｉｎ“Lady

Lazarus'，standsincontrasttoherdreadfuIengulfmentintomen，Ｔｏ

ｓｕｍｕｐ,wenotethatPlathrepeatsherself-renewaltowinapositive

relationshipwithmen．
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一Albinusが求めたものをめぐって－

和栗了

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

ＩｎＬａ２ｑｇﾉz蛇γ珈肋ｅＤａ液，ｗｈａｔＡｌｂｉｎｕｓｓｅｅｋｓｉｓｔｈｅｅｔｅｍａｌｉｍａge
symbo1izedas“thatblue,ｂｌｕｅｗａｖｅ，,Hedeceiveshimselftoobtain

etemitythroughMargot，ｓｉｍａｇｅｉｎｂｉｓｍｉｎｄＨｅｗｉｓｈｅｓｔｏｃｏｎｓｔruct

hisownetema1world,soA1binusisoIateshimselffTomhissurround

mgs、HissurToundingsaredividedintotｗｏｇＴｏｕｐｓ：oneisElisabeth,s

saintlybourgeoisworld,andtheotherMargot,seviIlower､classworld

MargotandRexfinaUydestroyAlbinusandA1binuspassivelyaccepts

hisfate、Despitehispassiveness,heispartlyconsciousofhisdest｢uc

tivesurroundings、Ｔｈｅｎａｒｒａｔｏｒｒｅｆｅｒｓｔｏｉｔａｓ“astateofsemf

consciousness.，，ThenarratoremphasizesthecrueltythroughAlbinus，s

passivenesaAlbinuspassivelyimp｢isonshimselffromthisworldin

ordertoobtainetemity,andinhisportraya1asaprisonerwecansee

Nabokov，sinnerconHictbetweentheartistiｃａｎｄｔｈｅｒｅａｌｗｏｒｌｄ．

VladimirNabokovの初期のベルリンを舞台にする小説が最近沐曰され

て，Navokovの作品研究に新たな道が開かれている。DavidRamptonは

"Iwanttodiscussthreeofthem,ＫＤｍﾉ',Dhm9cz，１/blBr,Ｋ回湘ｅｍＯ６ｓﾉhUm，
andOjchZyα"海．．、withaviewtodiscoveringwhethersomeofthe

ideasheexpressessoforcefuUyinhiscriticismcanbefoundinhis

fiction,,という｡u彼の立場によれば,Nabokovの初期の作品には著者の言

いたい事がはっきりと見いだされるという。しかもそれはNabokovの初

期の三つの作品にみられるという。同様の譲論は既にMartinAmisの批評

にもある｡zこのような視点は大いに賛成できる。さらに，LaurieClancy

がLdz34gHI彫γi打咋Ｕｚ液（以後La2qgﾉi蛇γと略す）を論じて，Elisabethと

PaulとUdoConradとをＲｅｘとMargotとに対位するtriallgleだと述べ
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ている｡,この二つの観点を再検討しながらこの拙論でＬａ２`912彫γ珈雌

比液を論じたい｡‘

１

Albinusの辿った運命は残酷なものである。Ｌ４ｚｚ`gﾉｾ蛇γ冒頭で，“his

［Albinus,s］lifeendedindisaster，'（Ｐ５）と語り手がいうように，

Albinusの人生を表面的にみる時，彼の人生は結局悲惨なものである。二

流ではあるが美術批評家としての彼が発見した最高のものはMargotだと

いう。Albinusは家庭を捨ててまでも彼女を手にいれようとする。しかし

Margotは再三に渡り彼をだまし，裏切り，般終的には彼を死に追いやる。

しかも交通事故で目が見えなくなってしまった美術批評家としての

Albinusは最高の発見物を見ることさえできないし，目が見えなくなるこ

と自体が美術批評家にとって致命的である。加えて，“Ｈｅ［Rex］loved

tofoolpeople',（ｐ92）といわれるＲｅｘが登場してからは，A1binusは全

くＲｅｘの餌食となる。ＲｅｘとMargotの二人は単にA1binusをだますば

かりでなく，肉体的に盲目になったAlbinusの財産をほとんど奪う。

さらにAlbinusの運命は彼が生涯追い求めていたものが手には入らな

いという点でも残酷である。まず彼が美術批評家として追い求めたものは

視覚的芸術であった。彼は美術収集家でもあり，Ｒｅｘの描いた贋作をも含

めて多少の絵を収集している。またMargotを主人公にして映画を作る。

これらはいずれも視覚的芸術であり，彼が交通事故で視覚を失ったときに

この領域での活動は不可能になる。“Ｈｅ［Albinus］wasseparatedby

darknessfTomthatformerlifewhichhadbeensuddenlyextinguishedat

itssharpestbend'，（pl64）と言われるとおり，美術批評家としての生命

は断たれている。

視覚を失ったAlbinusが残された感覚器官と想像力で失った視覚を捕

えるかというと，これも不可能である。彼は二流の美術批評家であって，

目が見えるときにそれを十分活用していなかった。しかも卓抜な想徽力を

持ってもいない。語り手はAlbinusのこのような状況を次のように言う。

HewashorTifiedtorealizehowlittlehehadusedhiseyes-for

thesecoloursmovedacrosstoovagueabackgroundandtheir

’
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outlinesweresingularlyblurTedlf，forinstance，herecaUeda

landscapeinwhichhehaｄｏｎｃｅＩｉｖｅｄ０ｈｅｃｏｕｌｄｎｏｔｎａｍｅａｓｉngle

plantexceptoaksandroses,ｎｏｒａｓｉｎｇｌｅｂｉｒｄｓａｖｅｓｐａｎ･owsand

crows,ａｎｄｅｖｅｎｔｈｅｓｅｗｅｒｅｍｏ｢eakintohera1drythantonature．

（p､165）

しかも盲目になったAlbinusに他人，例えばMargotが彼に教える風景は

実際の風景とは全く異なっている。Albinusはかつて絵画の中のものが実

際に生きているかのように動き出すという妄想に取りつかれた。彼にとっ

てはそれは楽しい想像だったのだが，このような状況のもとではそれもで

きない。

Albinusは上に述べたような残酷な運命を表面的には受動的に受け入れ，

積極的に行動することはない。例えばAlbinusがMargotに出会った頃，

彼はとても消極的である。彼はどうすればMargotに近づけるかをまるで

初めて恋をした純粋な少年のように思い悩む。そして何回か彼女の働く映

画館に足を運んだ後にようやく，しかも偶然に彼はMargotと話す機会を

持つ。A1binusはこの折角の機会にも彼女の名前を聞き出すことさえでき

ない。また，Ｉ｢ｍａが死んだ後で，もしそのままElisabethのもとへ帰れば

自分とElisabethとの間に和解が成立すると彼は分かっている。しかし

AlbinｕｓはMaTgotに"Ｗｈｙａｒｅｙｏｕｕｐｓｏｅａｒｌｙ？Ｗｈｅｒｅａｒｅｙｏｕｇｏ、

ing？'，(p,23）と尋ねられてElisabethのもとへ帰るのをやめる。このよう

に消極的で自分の意志を通そうとしないAlbinusのことをMargotは

"You，reaIiar,acoward,andafOoI,,,（p,35）と言う。そして語り手が

Margotのこの言葉に"summinghim［Albinus］upratherneatly，,

（p､35）と同意することからも分かるように，彼はMargotに対してだけ

消極的で臆病なのではなく，語り手が認めるように，周りのすべてに対し

て受動的な反応を示している。

さらにAIbinusとPaulを比較するとき，両者の明確なコントラストに

よりAlbinusの受動性がよりはっきりしている。AlbinｕｓはMargotが初

めて彼のフラットにやってきた時に，泥棒が侵入したと蝋をつく。しかし

PaulはAlbinusの態度に不信なものを感じ，“Ｈｏｗｓｈａｋｅｎｙｏｕ】００k',

（ｐ42)とA1binusに言う。またA1binusがMargotと電話で話しているのを

聞いたPaulは“Couldthisman［Albinus］ｗｈｏｍｈｅ［Paul］lovedand
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reveredbedeceivingEIisabeth？，，（ｐ47）とAlbinusへの疑いを強める。

そしてMaTgotの手紙によってA1binusの浮気がはっきりとしたとき，
ＰａｕｌはElisabethとＩｒｍａをすぐに自分の家へと連れていく。さらにＲｅｘ

とMargotにだまされ続けていたA1binusを最終的に救い出すのがＰａｕｌ

である。Albinusは自分の意志を椒極的に行動に移すことをせずに，臆病

で,受け身的であるのにたいし，Ｐａｕｌはそれぞれの状況に対し迅速で種極
的な行動をする。

Albinusは表面的には受動的だが時々正常な自己認識を見せる。つまり

表面的には運命のなすがままであるが心の中では正当な判断を下している。
この二面性をAlbinusはMargotとの同棲生活で見せている。Margotが
再三にわたってEIisabethとの離婚と自分との結婚を迫ったのに対して，
Albinｕｓは"Divorce？…ＮＣ,ｎｏ,that,soutofthequestion.,，（p､126）
と考えて，心の中を吐露している。さらにMargotが兄のＯｔｔｏについての
秘密を打ち明けようとした時，Albinusの二面性は次のように明らかにな
る。

“What，sthematteT？Dotellme,"ｈｅ［Albinus］keptrepeating，
ashestrokedherhair．

‘UNowyou，lIleaveme,,，gToanedMaTgot，

HeguIpedandimmediateIyleapedtothewolstconclusion：she
hadbeenunfaithfultohim．

‘ＩＧｏｏｄＴｈｅｎｌ'１１ｋｉｌｌher,”hethoughtswiftly･ButaIoudhe

repeatedquitecalmly：“Ｗｈat，sthematter,Margot？，，
"Ihavedeceivedyou/，shewimpered

Shemustdie,,,thoughtAlbinus．（p､６４）

Margotが"unfaithfur・であることは銃者には初めから明らかにされてい

る。それをA1binusがここで感づいていることは彼が読者と同じように状

況を把握していることを示す。Albinusは表面的にはMargotを優しく愛
撫している。しかし心の中では彼女を殺そうと考えている。この考えは最
終場面でのAlbinusがMaTgotを殺そうとする行動へとつながっており，
それゆえにその時まで彼はこの二面性を持っていた。従ってAlbinusの表

面での姿，言い換えれば"aliar,acoward,andafOol,'として受動的に運
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命を受け入れる姿はあくまで表面的なものであり，部分的ではあっても誰

よりもすべての状況を正確に認識している。

Albinusのこのような状態，自分の回りで起こることを部分的にしか知

覚できないだけでなく周囲に対する働きかけもほとんどしない状態，これ

を語り手は"Ｓｅｍｉ､consciousness"だという。彼は交通事故にあって入院し

ているときに自分の目が見えないことを次のように自覚する。

Hiscutsandbruiseshealed,hishairgTewagain,buttheterrible

senseofthissolidblackwaUremainedunchanged・Afterthose

paroxysmsofdeadlyho汀ｏｒ,ｗｈｅｎｈｅｈａｄｈｏｗｌｅｄ，HunghimseIf

about,andtriedfranticallytotearsomethingawayfromhiseyes，

helapsedintoastateofsemi-consciousmess．（ｐ157）

彼は交通事故で視覚を失うが，このために彼は周囲の状況を直接目で見る

ことができなくなった。ただでさえ運動神経の鈍いAlbinusが視覚を失う

ことでさらに動かなくなる。だからといって彼の思考が止まったわけでは

ない。それゆえに彼が盲目になってからは受動的に周囲の状況を受け入れ

乍らもそれを部分的にしか知覚できないという彼の二面性はより明確に

なっている。このように考えるとき，“thissolidblackwall"は単に目が見

えないことだけでなく，Albinusは糟神面でも壁に囲まれていることを示

し，彼は最初から"astateofsemiconsciousness"の中にいたことになる。

このようなA1binusの二面性についてLaurieC1ancyは“A1binus，how‐

ever，whoseprimarycharacteristicseeｍｓｔｏｂｅａｃａｐａｃｉｔｙｆｏｒｓｅｌｆ・

deceptionthatmanifestsitselfinaspecutacularincompetencefor

dealingwithanymatterataU''と言い，彼の表面的な受動性をのみ問題

としている｡５しかしAlbinusには精神面での動きも確実にあったのであ

り，Albinusが梢神的な意味でも目が見えないという意味でも壁に囲まれ

ており，正確であっても部分的にしか認識できなかったことを見落として

はA1binusを包括的に理解したことにはならない。

２

“semi-consciousness"な状態にあるAlbinｕｓを取り巻く世界は大きく二

つに分けられる。まず社会階級という点からElisabethとPaulが作る世界
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とMargotとＲｅｘが作る世界は全く異なる。まずA1binusは“Ｈｅｗａｓ

ｒｉｃｈ,respectable,happy,,(ｐ５）と言われるとおり，明らかに上流階級に
属している。彼はベルリンの大きなフラットに住み，メイドを雇い，絵画
を収集できるほどの経済力を持つ。また新進の画家や芸術家のパトロンに

なったり，自費で映画も作れる。MargotとＲｅｘが彼の銀行口座から金を
だまして引き降ろすが，－回で降ろせる額ではなく，しかもそのことが銀
行の支配人に分かるほどの多額である。Ｐａｕｌも同じようにフラットに住
み，銀行にも信用されている人物である。またA1binusの浮気が発覚した
ときにすぐにE1isabethとＩｒｍａを引き取れるほどの経済力を持っている。
Paulもまた上流階級の人である。

これに対してＭａ屯０tは下層階級の出である。彼女は貧しい家庭の生ま
れで，少女時代は悲惨であった。彼女の父親は"ahouseporterwhohad
beenbadlyshellshockedinthewar”（p､15）であり，母親は周りから嫌

われている掃除婦である。母親は彼女を文字通り"redpalm”（p､15）で育
て，彼女は学校にいるほうが殴られなかったという。彼女が家出したとき

家族はこれで生活がすこしは楽になると有難がる。彼女が売春婦に身を落
としてまでも映画女優になろうとし，金持ちになろうとすることは下層階
級の家出少女にとっては－つの決まったコースである｡また同じくＯｔｔｏ
も下層市民としての自覚がある。彼は自転車工場で働いているが，彼の身
上は"Thefirstthingmanmusthaveisafullbel1y”（p､16）というもの
だ。彼はMargotがAlbinｕｓと一緒に賛沢に暮らしているのを見つける
と，彼女から金を脅し取る。さらに彼がA1binusを威して金を手にいれた
ときには，この両者の階級的相違が"OttoshufHedhisfeet,thrustthenote
sullenlyintohispocketand,muttering,walkedondownstairs・Social

honourwassatisfied,nowhecouldafYoIdtosatisfymorehumanneeds,，
（pp69-70）と表現されている。

Ｒｅｘもまた経済的に困っている。彼は確かに"thisdangerousmanwas，
withpencilinhand,averyfineartist”（ｐ９２）ではあるが，“Worstof

all,however,wasthequestionofhisfinancialposition，，（p､９０）と言わ
れるように,殆ど一文無しになってベルリンに帰って来た｡例えばAlbin壁

とMargotと彼の三人がアイスホッケーを見にいった帰りに，彼はタク
シー代さえ持っていない.さらにペルリンに帰って来てもまともに住むと
ころもない。それでA1binusのもとにうまく転がり込む。そして次のよう

’
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にAlbinusの金をできるだけ奪うようにMargotに忠告するのはＲｅｘで

ある。

“IadviseyounottomsistonmarTiage.．．、１t,sasimpIerand

betterplantogetholdofhisfortunegradually.．．、Youmustget
himtoseUthatIandhehasinPomeramaandhispictures…orelse

oneofhishousesinBerlin….”（pl69）

彼が今持っているのは芸術家としての欲望ではなく，貧欲な金に対する執
念である。

さらにA1binusを取り巻く世界は噸えられるイメージという点からも

二つに分けられる。階級面ばかりでなくEIisabethの世界とMargotの世

界は全く別のイメージで描かれている。まずE1isabethは聖者のイメージ
で描かれている｡彼女は"veryrestless…and…sostrangelyuncomfort‐

able，'（p､153）と感じて，A1binusの交通事故を予感する。またPaulがス
イスにいるA1binusの様子を見に行こうと思って帰ってくると，何も知ら

ないはずの彼女が彼の旅行の支度をして待っている。彼女は何かを予知す

る能力があるように霞かれている。さらに彼女が立っているバルコニーは

"Thebalconyseemedtosoarhigher,higher.”（p､153）とまるで天を目
指して上昇するように描かれている。これに加えて，Ｒｅｘは次のように
A1binusが彼女のことを聖者のように考えていると言う。

“I'mverymuchafraidthat,justbecausehedesertedhiswife,ｈｅ
ｈａｓｃｏｍｅｔｏｌｏｏｋｕｐｏｎｈｅｒａｓａｐｒｅｃioussaintpaintedonglass・He
wiUnotcaretosmashthatparticularchurch-window.，，（p､169）

これに対して，MargotとＲｅｘは悪腫的なイメージで描かれている。ま

ずMargotは爬虫類に噸えられている。語り手は“MaTgot，snake-like，
Bhl1fY1edoffherblackskin，andwithnothmgonbuthigh-heeled‐

slippers…,，（p､74）と言う。Albinusの家庭医のLampertはMargotに
"somethingsnakelikeabouther，，（plO5）を感じ取っている。さらに彼
女は"Margotlaythere,heTbodycuwedandmotionless,likealizard,，
（p､５１)と職えられている。これに加えてＲｅｘという男はその風貌からし
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て"hispale,hollowcheeks,thicklips,andqueerblackhairwenttofoTm

akindoffascinatingugliness，'(p､93)のように悪魔的であり，“Heloved

tofoolpeople；andthelesstroubletheprocessentailed,themorethe

jokepleasedhim.”（ｐ92）という性質の男である。この二人が共謀して

Albinusをだますとき，彼等の世界は悪魔的である。

これらの二つの世界，E1isabethとPaulの世界とMargotとＲｅｘの世

界との間でA1binusは自分の存在位圃を見つけられない。その第一の理由

は状況的理由である。上に述べたとおり，MargotとＲｅｘは共謀して

Albinusの金を巻き上げようとしている。Albinusが彼等のもとに自分の

存在位圃を見つけられないのは当然である。一方Elisabethに関して，

AlbinusはたとえMargotと生活していても"IwonderwhatElisabethis

doingnow？Blackdress,idlehands.，，（pl35）と心配している。だが二

人の間の心理的距離となると，Albinusが"Helayandthought:Whatis

it？Elisabeth？ＮＣ,ｓｈｅｉｓｆａｒａｗａｙ・SheisveryfarbelowsomewheTe

Adear,pale,sonPowfuIshadewhichlmustneverdisturb.,,,（p,171）と

言うとおり遙かに大きい｡A1binusがこのように感じている以上,彼の側か

ら妻のもとに自分の存在位圃を求めることはできない.

第二の理由はA1binusが追い求めたもの自体に理由が隠されている。こ

こでもう少し彼が求め続けたものを詳しく考察してみると，彼は永遠なる

ものを求めていたことが分かる。彼が求めたものは視覚的芸術だと述べた。

実はそれはMaTgotという少女ではなくて，“thatblue,blurwave，,

（pl87）に象徴されるものであった。というのは彼が死の直前に思い描

くものがMargotでもなくE1isabethでもない青のイメージだからである。

それは次のように語られる。

１’

!'

Ⅱ

１１
１「

"ＩｍｕｓｔｋｅｅｐｑｕｉｅｔｆｏｒａｌｉｔｔＩｅｓｐａｃｅａndthenwalkveryslowly
alongthatbrightsandofpain,towardsthatblue,bluewaveWhat

blissthereisinbluenesslneverknowhowbIuebluenessｃｏｕｌｄｂｅ

ＷｈａｔａｍｅｓｓｌｉｆｅｈａｓｂｅｅｎＮｏｗlknoweverything．（pl87）
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そして青のイメージは`p1treallywasblue:purpleblueinthedistance，

peacock-bluecomingnearer,diamond･bluewherethewavecaughtthe

light.”(ｐ72）と，まず海につながり，さらに"Withnothingbutdeepblue
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above,Margotlayspreadeag1edontheplatinumsand,，（p､､72）と，空

にもつながっている。波自体が永遠を象徴し，しかも青のイメージによっ

て海と空がつながっているとき，A1binusの追い求めたものは永遠に続く

ものだった。Nabokovの小説の主人公が色彩形象によって自らの求める

ものを表現することは明らかであり，例えばHumbertHumbertは

"nymphets''のイメージを色彩豊かに描いている｡‘LCzz4gﾉi蛇γでは

A1binusが求める永遠のものを語り手は青と波のイメージによって描いて

いる。

A1binusが求め続けたものが永遠のものである時，たとえElisabethの

世界が聖的な世界であり，Margotの世界が悪魔的なものだとしても,両者

ともに現世に属する以上，Albinusは二つの世界の間で自らの存在位置を

見いだせない。語り手がElisabethとMaTgotとのコントラストに階級対

立の要素を加えた理由はまさに両者とも現世のものであることを示すため

であった｡そしてNabokovが何と言おうとも，この時期彼が社会的な面に

目を向けていた証拠でもある。

３

A1binusと同じように自分の周囲に存在位硬を見つけられない人物が他

にもこの小説に登場する。作家のUdoConradも存在位置を見つけられな

い。Conradはドイツ人だがフランスのRouginardという町に住んでいる。

従って彼は亡命作家だと言える。だからといってConradがNabokovだ

というつもりはない。そうではなくて，彼が母国のドイツで正当な評価を

受けていないことが問題なのだ。彼は"I，dgladlywriteinFrench,butrm

loathtopartwiththeexperienceandrichesamassedmthecourseof

myhandlingofourlanguage,，（Pl38）というようにフランス語では書

きたがらない。そして彼は祖国に対する複雑な感情をAlbinusに次のよう

に語る。

“1,ｍafraid,，,saidUdo,“thatourfatherlandisnotquiteatthe

rightleveltoappreciatemyWritings・Ｉ,dgladlywTiteinFrench，

ｂｕｔｌ，mloathtopartwiththeexpeTienceandTichesamassedinthe

courseofmyhandlingofourlanguage.'，

０Ｃｏｍｅ,ｃｏｍｅ,,,saidA1binus．“Therearelotsofpeoplewholove
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yourbooks.,’

“NotasI1ovethem,,,saidConrad．“1t,llbealongtime-asolid

century,perhaps-beforelamappreciatedatｍｙｗｏｒｔｈＴｈａｔｉｓ，

iftheartofwTitingandreadingisnotquiteforgottenbythen；ａｎｄ

ｌａｍａｆｒａｉｄｉｔｉｓｂｅｉｎｇｒａｔｈｅｒｔｈoroughlyforgottenthislasthalf

centmyinGennany.,，（pp､138-39）

Ｃｏｍａｄはドイツで正当な評価を得たいと思っている。しかし実際にはそ

うではない。彼がドイツ人を軽蔑し，ドイツ人も作家としての彼の存在を

認めずに，しかも彼がフランスの寒村にひっそりと住んでいる時，彼は周

囲の世界に全く自己の存在位閥を見いだせない。この点において彼はいわ

ゆる亡命者だと認められる。

名前が明らかにならないが，男爵婦人も自らの存在付霞亮持たない。こ

の女性は時々電話でEIisabethと話をするのだが，彼女が電話してくると

E1isabethは"makingacertainfaceatherhusban｡,asuTesignthatit

wastheBaronesstalking,andtalkingalot,，（p､33）という表情をする。

彼女が長話をすることから彼女には話をする相手もあまりなく，寂しい生

活を送っていると想像される。彼女はもともと1918年のドイツの11月革命

以前には貴族であったか，あるいは他の国，例えばロシアの貴族だったと

考えられる。しかしこの小説の舞台となっている1920年代後半にドイツに

は貴族制度は既に無く，彼女も制度上存在位置を失っていた。しかも彼女

はインフレで貧乏になり，“smallbusinessinrugsandpictures”（p､30）

を生活の綴としている。彼女は精神的な点ではE1isabeth等の上流階級と

同じものをもっている。しかし制度の上からも経済的な点からもその地位

を奪われて，自分の存存付薇を無くしている。この点で彼女も亡命者的な

人物である。

Conradと男爵婦人の二人はいわゆる亡命者であるが，A1binusはこの

二人に対して共感を示していない。まずConradに関して，A1binusは少

なくとも彼の作品に好意的な評価を与えているにもかかわらず，この二人

の再会は友好的ではなく険悪な雰囲気で終わる。例えば、久しぶりに

COnradにあったのに，A1binusは彼と別れた後で“Well，that,sover，

Ｃａｔｃｈｍｅｃａｌｌｏｎｈｉｍａｇａｉｎ!”（pl41）という。Ｌ､C1acyはConradに

関して"AndthereiseventheimplicationthatUdoConradhimselfdoes
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notescapehisauthor，scensure，,という｡？この意見には賛成できるとして

も,彼が挙げている理由には賛成できない。というのはAlbinusがMaTgot

とＲｅｘとの関係に気付く直接のきっかけはフランスの退役大佐の"And

wherearetheloverstoday,，（pl41）という言葉であり，Conradがたと

え彼等の裏切りの砿証をAlbinusに与えなかったとしてもA1binusの人

生は何らかの形で破滅していたであろうし，さらにNabokovがConrad

という名前が嫌いだからというのでは理由にならない。彼の議論について

さらに言えることは，PaulとElisabethとConradを－つにまとめてtri‐

angleだとする考えには賛成できても，それに対するもの，言い換えれば

MargotとＲｅｘの悪蝿的世界に関して殆ど言及がなく，しかもその間で

A1binusがどうなっているのか説明されていない。

男爵婦人にもA1binusは共感を示していない。先に引用したとおり，彼

女から電話があるとElisabethは彼女の長電話のために良い顔をしない。

そして彼女の声は"thetinyghostofavoicesqueakingattheotherend'，

（ｐ33)という声だ。“squeaking"という言葉から連想されるものは良いも

のではなく，愚痴や涙ながらに窮状を訴えるものと想像される。彼女の寂

しい生活も電話によって表現されていると同時に，Albinus家にとって彼

女の電話が迷惑だということも理解される。

以上述べたようにAlbinusがConradと男爵婦人とに共感を示しておら

ず,両者の間に類似関係を見ることができない以上,Albinusを彼等と同じ

亡命者とは認められない。Albinｕｓも表面的にはいわゆる亡命者のように

描かれている。彼はElisabethの聖的でしかもブルジョワの世界から抜け

出してMargotとＲｅｘの悪魔的な世界へと落ちていった。しかしどちらの

世界にも存在位圃を見つけられない。この点において確かに彼を亡命者と

考えることも不可能ではない。しかしAlbinｕｓとConrad,男爵婦人との間

には決定的な違いがある。Albinusがこの二人に共感を示していないこと

もその－つであるが，A1binusの周りには常に誰かがいたのに対し，

Conradと男爵婦人との周りには実際に誰もいないことが挙げられる。

A1binusには周りに誰もいない孤独の時期がない。彼はE1isabethとの日

常生活からすぐにMargotとの同棲生活に入っている。これに対し

Conradはドイツ人でありながらもフランスの小さな村の山荘に住んで，

ひっそりと創作している。また男爵婦人は落ちぶれて，話を聞いてくれる

人とて無い。言い換えれば語り手はこの二人を現世的な意味での亡命者と
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して描いている。ということは，逆にAlbinusは形而上的な意味で孤独な

亡命者なのであり，自分の世界の中に入って自らの運命をも含めた周囲か

ら蝋i兇した亡命者なのだ。

A1binusが追い求めたものは"thatbIue,ｂｌｕｅwave，'に象徴される永遠な

るものであった。しかし彼がそれをMargotという現実世界のものを通し

て追求した点に彼の悲劇的な迦命の出発点がある。いわば彼はmistaken

identityを犯したのである。このような重大な過ちを犯した彼に運命が残

酷であったとしても不思議ではない。JulianMaynahanが"Albinushas

indeedconfusedthepassionsappropriatetoartandtolifeandis

punishedforit,，と言うとおりである｡‘だがこれはあくまで彼の残酷な運

命の出発点であって，重要なのはそれを求めての彼の人生である。彼の人

生はElisabethの聖的な世界からMargotの悪魔的な世界へ落ちていく行

程であった。A1binusはMargotに裏切られるだけでなく，だまされ,盲目

になり，最終的には死んでしまう。NabokovはこのようなAIbinusの運命

の残酷さを彼に受動的にそれを受け入れさせることで強調している。

一方，Albinusは永遠なるものを求めた現実世界からの亡命者なのであ

る。しかしlMoynahanがAlbinusを"aprisonerlanguishingwithin

wallsoftimeandcontingency，,と言うように,gAlbinusがたとえ現実世

界から亡命したとしてもAlbinusの行先は彼自身の想像力の中にしかな

い。そして盲目になって現実の時間からも切り離され，自らの記憶と想像

力の中に閉じ込められたA1binusの姿は，まさに"prisoner"である。このと

き，Nabokovが助ezzAWW"0がの冒頭で「我々は生と死によって時間の

中に閉じ込められている。もし人生を楽しもうとするならその範囲を越え

るような想像力は働かすべきではない」という主旨の説を述べた後で，こ

れに"Irebelagainstthisstateofaffahs,,と反論しているのが思い出され

る｡loA1binusは壁に囲まれて暗闇の中にいるprisonerだが，想像力に

よって現実世界から亡命しようとした。そしてそれがこの世界では手に入

れられないものだと作者が結論を下す時我々はA1binusの中にNobokov

の葛藤を見ることができる。つまり現実から無限の想像力の世界へと亡命

しようとしても，残酷な現実の運命を忘れることができないという，現実

世界にありながら永遠なるものを求めた人間の葛藤である。これがNabo、

kovの表現すべきことであった。
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IllicitNP-MovementandConditionsonChains＊

MinoruF1】kud2

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

ＴｈｅｍａｉｎｐＵｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａperistodemonstratethatwithoutany
additionalcost,thecasesofi1licitNP-Movementwhicharediscussedm

Lasnik(1985)andChomskyU986a)canbeaccountedforbytheEmpty
CategoryPrinciple，ｔｈｅｔｈ(eta).criterionandtheprinciplesofCase

theory,whicbhavesolidempiricaIgTounds・Whatisinducedfrommy
proposalisthat,contrarytothecurrentcontentionDthePrincipleAof

theBindingTheoryisirTelevanttothetracesIeftbyNP-Movement．

LIthasbeenarguedthattheBindingＴｈｅｏｒｙ(ＢＴ)isresponsible

forthecontrastbetween(1)ａｎｄ(2),whichsharethestructure(3)ノ

(1)

(2)

(3)

JohnibelievesthatMarylikeshimi

･JohnibelievesthatMa『ylikeshimselfi

S

NP-～ ～

』

Ｐ

ｍ８

ｍｓｅｌｆｕ ’
(4)BindingTheoTy：

（A)Ananaphorisboundinitsgovemingcategory．

（B)Apronominalisfreeinitsgovemingcategory．

(5)GovemingCategory(GC)：
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ＡＧＣｆｏｒＸｉｓａｍｉｎｉｍａｌＳｏｒＮＰｔｈａｔｃｏｎｔａｉｎｓＸａｎｄａｇｏｖｅｒｎｏｒ

ｏｆＸ,whe｢ｅＸ＝ananaphororapronominal．

(6)ＸｉｓｂｏｕｎｄｂｙＹｉｆａｎｄｏｎｌｙｉｆＸｉｓｃｏｉｎｄｅｘｅｄｗｉｔｈＹａｎｄｉｓ

ｃ－ｃｏｍｍａｎｄｅｄｂｙＹ,otherwiseXisfree．

I、(1)thepronounA”isnotbound,hencefree,intheembeddedS,ｉｅ.，

theGCforh”・Thus,theＢＴ(B)isobservedln(2),bycontrast,the

anaphorAi),zse〃isnotboundinitsGC,violatingtheBT(A）

ＴｈｅＢＴ(A)furtherpredictsthediffe｢encebetween(7)ａｎｄ(8)on

theassumptionthatthetraceleftbyNP-Movement,Ｌｅ.,NP-trace,is

ananaphor：

(7)Ⅲ{i菖呈麗國}【h鉱John……,M･可

(8)｡John,{i・呈麗.｡)⑪誠Man,賊[｡
However,ｉｆ/ＭＥがisTeplacedbyapronounjhe,whichiscoindexed

withルハ〃ｉｎ(8),ｔｈｅＢＴ(A)incorTectlypTedictsthatthesentence(9)

shouIdbegrammaticalsincetheNP･traceisboundby舵ｉｎｉｔｓＧＣａｓ

ｒｅｑｕｉｒｅｄｂｙｔｈｅＢＴ(Ａ)．

(9)｡John(鱸異裟國}にb誠１h．M…
Itgoeswithoutsayingthat(9)ｃａｎｂｅｅｘｃｌｕｄｅｄｂｙｔｈｅＢＴ(Ａ)ifAeis

notcoindexedwith九A"・

Itisworthnotmgherethatthefunctional(orcontextuaI)determi・

nationofemptycategories，whichisdiscussedinChomskyU982)，

appealstoexplaintheilI､forTnednessof(9)．Nevertheless,thisisnotan

optimalsolutionsinceitsuffersfromseve｢alpTobIemsaspointedout

byBrodyU984)．

２．LasnikU985）ａｎｄＣｈｏｍｓｋｙ（1986a）independentlyattemptto

providesolutionstotheproblem，Thissectionpointsouttheir
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deficienciEs＝

2.1．Lasnik(1985)stipulatestheLocaIityConditio、(LC)soastorule
(9)out・TheLCultimatelyexcludestheconstructionswhichinvolve
suchastructuralreIationshipasin(11)：

(10）TheLocalityCondition：

Ｉｆａ１ａｎｄａ,+laresuccessivelinksinanA/Ａ'一chain,ｔｈｅｎａＩ
ＩｏｃａｌｌｙＡ/Ａ'一bindsaI+,．

(11）

Pｌ

Movement

Ｎｏｔｅthat(9)exactlyinvolvestheconfiguratio、ｉｎ(11)．（Ｃｆ(3)）
TheLQtherefore,Stars(9)．

OneoftheproblemswiththeLCispointedoutbyHalk(1985,Ｃｈ
ｌ),whoarguesthattheLCincorrectlyrulesout(12)：

（12）They‘strikeeachotherfastiinteUigent，

Iｔｃｏｕｌｄｂｅａｒｇｕｅｄｔｈａｔｉｎ（１２）“ｃｊｌｏ勉〃doesnotc-commandthe
NP-trace，ａｎｄｔｈａｔｔｈｅＬＣｄｏｅｓｎｏｔａｐｐｌｙｈｅｒｅ・However，suchan
argumentisnottenableln(13),theboundvariab1einterpretationis
possiblelnotherwords,…がbQyc-commands力鋺．

（13）？Lucystrikeseveryboyiasangryathimi(ＨａｒｋＵ９８５:19)）

Thisindicatesthatin(12)“cﾉｈｏ雌（nfactc-commandstheNP今tTace2
ThegTammaticalityof(12)stillposesaproblemfortheLC3

2.2．Chomsky(1986ｂ:63)suggeststheChainCondition(CC),whichis
statedasinU4)：

(14）TheChainConditiong

AmaximalA､chain(α小…，α､)hasexactlyoneCase-marked
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position(nameIy,α,)andexactlyonethmarkedposition(name．

】y,α､)．

IftheheadoftheA-chain,i､ｅ,aj1isthmarked,thechainvioIatesthe

th-criterion．

（15）TheThCriterion：

ＥａｃｈａｒｇｕｍｅｎｔｂｅａＴｓｏｎｅａｎｄｏｎｌｙｏｎｅth-roIe,ａｎｄｅａｃｈｔｈ･ｒｏｌｅ

ｉｓａｓｓｉｇｎｅｄｔｏｏｎｅａｎｄｏｎｌｙｏｎｅａrgument.(ChomskyU981:36)）

IfthetaiIoftheA・chain,i･ｅ.,zrmisCase-marked,thechainisill-formed

becauseofabanagainstdualCaseBoththeheadルカ抑andthetaill

oftheA-chainof(9)receiveCaseandviolatetheCCFurthermore,a

CaseconHictoccursin(9)sinceJi）buassignsAccusatWeCasetoノbut[＋

tense］oflNFLassigT】sNominativeCasetoルハ"・Thus,(9)isexcluded

TheCC,however,failstoruleout(16)：

(１６)･John`{i圖蝋ed)thathe,i圏Iikedt‘
ＢｏｔｈｔｈｅＣＣａｎｄｔｈｅＢＴ(Ａ)aresatisfiedin(16).４１flleisnotcoindexed

withん肋,(16)ｃａｎｂｅｒｕｌｅｄｏｕｔｂｙｔｈｅＢＴ(A)．

FuTtheTmore,tbesentence(17b)below,ｗｈｏｓｅＡ･chainapparently

satisfiestheCC,isnotgrammaticaLThisleadsChomsky（1986a)ｔｏ

proposetheUniformityConditio、(ＵＣ)ontheassumptionthatNandA

assign(inherent)CaseatD-stmcture．

(17）ａ．［e］storyabout(hisJpictureJohn（D・structure）

ｂｃＪｏｌｍ，sjstoryabout(his`)pictureti（S-structure）

(18）TheUniformityCondition：

IfaisaninherentCasemarker（i､ｅ,Ｎ，Ａ，Ｐ),thenaCase，

ｍａｒｋｓＮＰｉｆａｎｄｏｎｌｙｉｆｉｔｔｈ－ｍａｒｋｓｔｈｅｃｈａｉｎｈｅａｄｅｄｂｙＮＰ．

AtDstructure,，北“だｔｈ－ｍａｒｋｓﾉﾘﾊ〃andassignsitGenitiveCase．

〃”ｉｓｍｏｖｅｄｗｉｔｂＣａｓｅｂｙＭｏｖｅａｔｏｔｈｅｅｍptyspecifierposition

wherenoth-roleisassigned,leavingatrace,ａｎｄｔｈｅＧｅｎｉｔｉｖｅＣａｓｅｉｓ
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realizedbystoがａｔＳ､structureSinceﾉｂｈ〃isinauniqueCase､marked
positionandjisinauniqueth-ma｢kedposition,ｔｈｅＣＣｉｓｏｂｓｅ｢vedin

(17b)．However,theinherentCase-markerP允地花ｄｏｅｓｎｏｔｇｏｖｅｍ，
hencedoesnotCase-mark,九A",althoughitth-marksthechainhe詞ded
byんA"、Therefore,theUCisviolated,ａｎｄ(17b)isstarTed、Itshomd
benotedthattheth-criterionisobservedin(17b)．

ItseemsthattheUCispromising,butthereisacounter-exampIe
toit,ａｓｎｏｔｅｄｂｙＯｓｈｉｍａ(1986)ａｎｄＬａｓｍｋａｎｄＳａｉｔｏ(1987)．

（19）。John`seemsしthat[,［Nphis`belief[s･titobeintelligent]］
wassil1yn

ln(19),thenoun6eji2／isaninherentCasemarker,whichth-marksS，
(＝ＣＰ）ratherthanムHence,theUCisirTelevant，andtheCCis
vacuouslysatisfiedNotethat(19)ismoreungTammaticalthanpre、
dictedbytheSubjacencyCondition､s

LasnikandSaitoU987)suggestthat(19)isruledoutbytbeLC,but
theirsuggestioniｓｎｏｔｔｅｎａｂｌｅｓｉｎｃｅｔｈｅＬＣｈａｓａｃｒｕｃｉalproblemas
reviewedinsection２．１．

３．LetusnowpointoutthatbothLasnik(1985)ａｎｄＣｈｏｍｓｋｙ(1986a〉
missafUndamentalfactthatNP-Movementissubjecttogeneral
conditiｏｎｓｏｎ‘Ｍｏｖｅα・’１ｔｗｉＵｂｅｃｌａｉｍｅｄｉｎｔｈｉｓｓｅｃｔｉｏｎｔｈａｔｔhe
IinguisticfactobservedintheprecedingsectionscanbeaccountedfOr
bytheEmptyCategoryPrinciple(ECP),theth-criterionandthecondj
tionsofCasetheory．

3.1．TheECPisauniversalconstraintonｔｒａｃｅｓｌｅｆｔｂｙｏＭｏｖｅａ.,
FollowingLasnikandSaito(1984）ａｎｄＣｈｏｍｓｋｙ（1986b,1987),IwilI
assumethattheECPisaninviolableprinciplewhichisstatedasafilter

atLF,andthatpropergovemmentisreducedtoantecedentgovem‐
menLThus,gTammarincorporatesthesystemshownin(21)．



６７

ｌ
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ｔ
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．
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●

(20）TheEmptyCategoryPrinciple(ECP)：

(21）

ｔ

●正
ＰＰ

･Assignmentofγfeature：１－．［＋』iffpr・perlygoverned
j→［－カ゜therwise．

Ifabarrier,inthesenseofChomsky(1986b),structurallyintervenes

betweenanantecedentgovemoranditstrace,proper(orantecedent）

governmentisblocked,andthetraceisassignedafeature［－γl

resultinginanECPviolationatLF・

Thedefinitionsofgovemmentandabarrierareshownin(22)ａｎｄ

(23),respectively,whicharedefinedaccordingto(24)－(30):`．？

(22）Government：

agovemsβifandonlyifam-commandsβandthereisnoγ,γ

abarrier,ｓｕｃｈｔｈａｔγexc1udesa．

(23）Ｂａ｢｢ier：

aisabarrierforβifandonlyif(i)ｏｒ(ii)：

（i〉αimmediatelydominates６，６aB1ockingCategory(BC）

forβ・

（ｉＤａｉｓａＢＣｆｏｒβ,α≠IP．

(24）ＭＣｏｍｍａｎｄ：

am-commandsβifandonlyifadoesnotdominateβandevery

maximalprojectionthatdominatesadominatesβ・

(25）ExfH1D貝ion：

aexcludesβifnosegmentofadominatesβ

(26）Domination：
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αisdominatedbyβonlyifitisdominatedbyeverysegmentof

β・

(27）BlockingCategory：

aisaBCforβifandonlyifqrisnotL・markedandadominates

β・

(28）しMarking：

WhereaisalexicaIcategory,ａＬｍａｒｋｓβｉｆａｎｄｏｎｌｙｉｆβ
ａ江ｅｅｓｗｉｔｈｔｈｅｈｅａｄｏｆγｔｈａｔｉｓｔｈ・ｇｏｖｅｍｅｄｂｙａ．

(29）ThCovemment：

ａｔｈ･govemsβｉｆａｎｄｏnlyifaisazeTo-levelcategorythat
thmarksβ,ａｎｄα,βaresisteIs．

(30）Sister：

αａｎｄβaresistersiftheyaredominatedbythesamelexical
prOjections．

FollowingChomsky（1987),wewillincorporatetheECPasachain

principle(intermsofantecedentgovemment)intoourfTamework・

Ｔｕｍｉｎｇｔｏｔｈｅｍａｉｎｔｈｅｍｅ,letusconsiderNP-Movement,which

derives(3lb)from(31a)．TheS-structu｢ｅｏｆ(31)isillustratedin(32)．

（31）ａ［ル［Npｅ］seemJohntobeintelligent］
ｂ［昨JolmseemstitobeinteIIigent］

（32）
ＩＰ

ＳＰＥＣ 弓ａｑａ亘ｒｅｅＴ

１，(32)んハガdoesnotproperlygovemitstracesincetheVPisabarTier，

Itshouldbenotedthateveniftheverbisraisedintotheheadposition
oflPtoL-marktheVPitisstillabarTierbecauseitbecomesabarrier

byinheritanceofbarTierhocdfToｍｔｈｅｎｏｎＬ･ｍａｒｋｅｄｌＰ,OThus,the
structure（32）ａｓｓｕｃｈｗｉＵｖｉｏｌａｔ６ｔｈｅＥＣＰ・However,ＳＰＥＣhead
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agTeement,Ｌｅ.,thefeaturesharingofagreement,makesitpossibleto

formanExtendedChain,whichincorporatestheNP-traceofﾉｂｈ〃into

thechainoftheverbThus,theExtendedChainin(32)is(seem-Ij,tjtf)．

Eachtraceinthechain,whereノーiduetotheSPECheadagTeement，

observestheECP・Thus,oncetheExtendedChainisformedtoincorpo‐

ratetheNP-traceintothechainoftｈｅｖｅｒｂ,thetracesatisfiestheECP

thoughtheantecedentanditstrace,ｉ,ｅ,ａｌｉｎｋｏｆｔｈｅｃｈａｉｎ,areinter‐

venedby(a)barrier(slNotethatthepropergovemoroftheNP､trace

isthetraceoftheverbsee加ratherthantheNP九A"・Wehaveseen

thatinordertoavoidtheECPviolationtheExtendpdChainfolmHtilm

istriggered

ConsidernextthefoUowingcaseofillicitNP､Movement,whose

structureisgivenin(34)：

(33）

(34）

oJohni1ikestf
IP

l'≠Bar．Ｎ

￣～ＶＰ≠
[like-IL-～

ＶＮＰ

Bar．
JohnＩ

ｔＪ ｔｚ

ｌｎ(34)thetraceofﾉりん〃isproperlygovemedirTespectiveofwhether

theExtendedChainisformｅｄｏｒｎｏｔ：iftheExtendedChainisfoTmed，

thetraceisproperlygovernedbythetraceoftheverb；ifnot,thetrace

ispropeTlygovernedbyﾉりん"、Notethatmthelattercaseneitherl'nor

VPisabarrier,sincetheprojectionsoflarealwaysnotinherent

barriersbecauseofadefectivecharacterofLsystem（seeChomsky

(1986b)),andtheVPisL-markedby[likellTherefore,theNP-tracein

(33)satisfiestheECEHowever,theA､chainｏｆ(33)isruledoutbythe

CC,theth-criterionandaconditionofCaseconHiction

Wenotedthatin(34)thereiSthepossibilitythattheNP-traceis

properlygovemedbothbyitscoindexedantecedentノＭ１〃andbythe

traceoftheraisedverb〃b巴．InordertoavoidthisundesirabIeredun．
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dancyJetusassumethattheExtendedChainfoTmationisoptionalas

welｌａｓｔｈｅａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｏｆＭｏｖｅａ，ＩｔｍａｙｂｅｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅＥｘｔＰｎｄｅｄ

ＣｈａｉnformationissubjecttotheLastResortPrincipleinthesenseof

ChomskyU987)．Inotherwords,theExtendedChainformationis

invokedtoavoidaviolationofsomeprincipleofgTammar、

１，(34)theNPtracecansatisfytheECPevenifitisnotgovemed

bythetraceoftheverbsinceitisalreadyproperlygovemedbyits
antecedentﾉｂｈ"・Thus,theExtendedChainisnotfonnedtheｒｅｌｎ(32)，
ontheotherhand,ｔｈｅＮＰ･traceisnotproperlygovernedbyitsanteced

entルハ",ａｎｄｔｈｅｔｒａｃｅａｓｓｕｃｈｗｉｌ１ｖｉｏｌａｔｅｔheECP、Hence,the
ExtendedChainfonnationisinvokedtoavoidanECPviolation．

3.2．WewouldliketoTe-examine(9),(12)ａｎｄ(19)inthissubsection、

First,consider(9)again,whosestructu｢emaybei1lustratedasin(35)：

(35）
ＩＰ

Ｎ,アーヘ''

』&"京又託圏鴫

沁MHr7><……
ＣＩＰ＝ＢＣ

Ｉ￣～ｒ
ｔｈａｔＮＰ－～Ｖｐ≠B凰凪

hezVlAV-へNp
LＡ t８

ThechainOohn，ｔ）violatestheECP・Thus，theExtendedChain

fOrmationistriggered､TIowe肥r,theExtendedChain([beLtj,t`)still
violatestheECP，becausethereisabarTierCPbetweｅｎ６ａｎｄｌｌ・
Furthermore，thischainviolatestheCCandaconditionofCase
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conHiction・ＣＯ､trarytowhatwehavejustpredicted,theNP､traceisin

factproperlygovemedNotethattheembeddedsentenceexactlyhas
thestructure（34)．Then，thecoindexedpronounj2eshouldbean

antecedentgovemoroftheNP-trace，ｉ,ｅ､,apropergoveTnorofthe

trace,toavoidtheECPviolation・RecallthatinthiscasetheExtendPd

Chainisnotformedsinceitsformationisnotrequiredltfollowsthat

i、(35)theNP-tracemustbeamemberofthechain(he,t)ratherthan

thechainOolm,t)．ItshouldbenotedthatsuchachainasOohn,ｈｅ,t）

cannotbeformedDsinceachainrepresentsthehistoryofmovement・
Thus,wefindtwochainsin(35)：

(36）aqohn）

ｂ・（he,t）

Thetrivialchain（36a）violatestheth-criterionsinceitreceivesno

th-roIe,andtheA-chain(36b)alsoviolatestheth.c｢iterionsinceitis

associatedwithtwothpositions、Notethatthechain(36b)alsoviolates

theCCandtheprohibitionagainstaCaseconHictionWecanpartly
ascribetheiU-formednessof(9)tｏtheth-criterionviolationsofthetwo

chains,whichyieldasemanticanomaly・Thisiscompatib1ewithour
intuition

Asimilaraccountholdsfor(16)．Ｉｆルハガisanantecedent・goveTnor
oftheNP・tracein(16),ａｓｓｕｇｇｅｓｔｅｄｂｙＨａｉｉｋ（1985,Ｃｈｌ)),ｔｈｅｎｔｈｅ

Ａ・chain(John,ｔ)vioIatestheECPandweaklytheSubjacencyCondi・
tion,andthetrivialchain(he)vioIatestheth､criterionAsdisr11…d

aboveDhowever,theviolationofthisinviolableprinciplecanbeavoided
sinceハeproperlygovernsthetraceNoteｔｈａｔｔｈｅＥｘｔｅｎｄｅｄＣｂａｉｎｉｓ

ｎｏｔｆｏｒｍｅｄｉｎtheembeddedsentencesinceitisnotnecessary、Then，
ｔｈｅＮＰｔｒａｃｅｉｓａｍｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｃｈａｉｎ(he,ｔ）ratherthanthechain

(John,t).RecallthatthechainIike(John,ｈｅ,t)isnotformed・Although
thecham(he,ｔ）isweU-formed,thetTivialchain（John）violatesthe
th-criterionsmceitbｅａｒｓｎｏｔｈ･role9

LetusnextconsiderU9),whosestructureisshownbelow：
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(37）

ｌＰ

ＮＰ－～I,
Ｕ

ﾛ

John， ≠Bar・

ＣＰ＝ＢＣ Bar．

＝Bar．

詩
い
「

蝋ＣＩ
Ｍ
ｗ
ｌ
肱

Bar．

Ifﾉｂｈ〃isanantecedentoftheNPtrace,itdoesnotproperlygovemthe

trace,whichcausestheviolationsoftheECPandtheSubjacency
ConditionThetracecannotbeproperlygovemedeveniftheExtended

Chainsuchas([seem-I]卯tj,ti)isformedOntheothe｢hand,ifhfsis

theantecedent，itpropeTlygovernsthetrace，ａｓｓｕｇｇｅｓｔｅｄｔｏｍｅｂｙ
Ｏｓｈｉｍａ(personaIcommunication)．ButthetrivialchainOohn)violates

theth･criterionHowever,carefulobservationshowsthatinthiscase

hisviolatestheUC･ＡｍａｎＯ(1986:5-6）arguesthatthefoUowing
ungrammatｉｃａｌｉｔｙｃａｎｂｅａｃｃｏｍｔｅｄｆｏｒｂｙｔｈｅＵＣ．

(38）・John，sbelief［s(_,p)ltobeanicefellow］

I、(38)theGenitiveCaseofノｂｈ",ｉ､ｅ,§，isrealizedbythehmerent

Case-marｋｅｒＭｉ２ｆＢｕｔ,itshou1dbenotedthatatD-structureﾉb〃〃is

intheembeddedsubjectpositiontowhich6e蛇′doesnotassignany
th､roleItisanlPthat6e“thmarks・Thus,theUCprohibitsルハ〃
frombeingCase・markedby6el迄fThestmcturalparaUelismbetween

(38)andtheembeddedsubjectNP,i､e､,Aisi6e“吟勿bemdg"mgF"'，
directlyshowsthatthelatterviolatestheUC・ItfoUowsthatineither

case,(19)（＝(37))isexcludedbytheECP,theth・criterionandtheUC
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InthegrammaticalsentenceU2),towhichthestructure(39）is

assigned,noviolationsoftheprincipIesofgＴａｍｍａｒｃａｎｂｅｆｏｕｎｄ．

（39）ＩP

NP￣～,,

『い'ｱ>豊誤竺鹿…
↓d蒜二:i鼠、具簔B"

ｏｓＮＰＡＰ
ｔｚ

RecaIlthat“ｄｉｏｆﾉie7shouldc・ｃｏｍｍａｎｄｔｈｅＰＰ・ＳｉｎｃｅｔｈｅＰＰｉｓ

Ｌ･markedbytheverbandtheSmallｃｌａｕｓｅ(SC)ｉｓＬ－ｍａｒｋｅｄｂｙｔｈｅＰ，
theyarenotbarriers･Therefore,theA-chain(they,t)satisfiestheECP，
theSubjacencyConditionandthethc｢iterionNotethatthematrix

subjectpositionisindeedanon．th・positionWitness：

（40）Itstrikesmethatlhaveforgottentｏｔｅｌｌｈｉｍ．

（41）△Marystrikesmethatlhaveforgotteｎｔｏｔｅｌｌｈｉｍ．

４．ＷｅｈａｖｅａｒｇｕｅｄｔｈａｔｔｈｅＥＣＰ・theth-criterionandtheconditions

MCasetheory，whichhavebeenalreadycharacterizedaswell

motivatedprincipleｓｏｆｇｒａｍｍａｒ,sufTicetoexplainthefactconceming
theiIlicitNP-Movement･Consequently,thisimpliesthattheBT(Ａ)is
irrelevanttotheNP-traces,'0

Ｆukui(1986)arTivesatthesamecomclusion・Hearguesthatonthe
assumptionthathisnewprojectionsystemdispensｅｓｗｉｔｈｔｈｅＡ/Ａ，
distinction,ｔｈｅｃａｓｅｓｏｆｔｈｅｉｌｌｉｃｉｔＮＰ・Movementcanbeaccountedfor

bytheECPandtheSubjacencyCondition・

AlthoughlagTeewithFukui(1986)inthattheBindingTheorｙ(Ａ）
doesnotapplytotheNP-traces,Ｉｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｐｒｅｓｅｎｔｔｗｏｐｉｅｃｅｓｏｆ
ｃｏｍｍｅｍｔｏｎｈｉｓａｒｇｕｍｅｎｔ、

First,itisnotsuHicienttoresortonlytotheECPandtheSubjacen‐
cyConditioninordertoexcludethecasesofthei1licitNPMovement．
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RecaIlthatthesentence(9)observesboththeECPandtheSubjacency

Condition･Thus,Iarguedthatitistheth・criterionthatrules(9)ouL

ThesameaccountholdsforU6)．AsFukui(1986)argues,itistrivial

thatalicitmovementｄｏｅｓｎｏｔｖｉｏｌａｔｅｔｈｅＥＣＰｏｒｔｈｅＳｕｂｊａcency

Condition,buttheth-criterionandtheconditionsofCasetheoTymust

betakenintoconsiderationtoaccountfortheillicitNP・Movement、

AseconddiscrepancybetweenFukui'sU986)proposalandmineis

thatcontrarytohisproposalitisstillnecessarytomaketheA/A，

distinction,sincetheLCdoesnotapplytotheA-chainbuttheA，､chain

(42）They(strikeeachotherfast`inteUigent．

(43）．Whomddidheiloveti？

Thecrossoverphenomenaareobservedintheconstructionwherean

A，､chainisformed，ｂｕｔｎｏｔａｌｗａｙｓｉｎｔｈｅｏｎｅｗｈｅｒｅａｎＡ－ｃhainis

fonnedItseemsthat（９）exhibitsthecrossovereffect・Aslhave

alreadyclaimed,itisasuperficialappearance・Ｔｈｉｓsuggeststhatthe

crossoverphenomenaarerestrictedtotheconstrucｔｉｏｎｗｈｏｓｅｈｅａｄｏｆ

ａｃｈａｉｎｉｓｉｎａｎＡ'一position，ａｎｄｔｈａｔｔｈｅＡ/Ａ，distinctionisstill

necessary(aswellastheth/non-thdistinction)．

A1thoughourargumentsuggeststhattheBTisnotrelevanttothe

possibilityofNPMovement,itdoesnotnecessariIyimplyinvaIｉｄｉｔｙｏｆ

ｔｈｅＢＴ、ThelinguisticphenomenaforwhicｈｔｈｅＢＴｆａｉｌｓｔｏｐ｢ovide

anyappropriateexplanationshouldbeexplamedbyothermodu1esof

grammaT，ｉｎｐａｒｔｉｃｕｌａｒｔｈｅＥＣＰａｎｄｔｈｅｔｈ､criterion、nmsmaybea

goodillustrationofthemodulaTcharacterofgTammar．

Ｎ⑪t唾

oThisisasligbtlyrevisedve2siｏｎofapaperpresentedattheThirdGenera1

MeetingofKonanEibunGakkai(KonanEngIishLiterarySociety),whichwasheld

atKonanUnivemsityonMay30thO1987・IamgTatefultothosewhocommentedon

thepaperthere・MyspecialthanksgotoRyojilwataatTenriUniversityandShin

OshimaatKochiUniversityowhosecommentsandsm1ggestionsappearonevery
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pageofthispaperthoughlregTetthatlcouldnotincomoratealIofthemintothe

presentpaper・IamalsogratefultoDavidEwick,ｗｈｏｗａｓｋｉｎｄｅｎｏｕｇｈｔｏｃｏ汀ect

myEnglish．

lForeaseofexposition,IpIEsenttheroughva君ｉｏｎｏｆｔｈｅＢＴ(Ａ)ａｎｄ(B)here，

whichareproposedinChomsky（1981)．Theprecisedefinitionofgovemment

appea1Binsection３．１．

２Ｅｍｏｎｄｓ(1985:272)ａｒｇｕｅｓｔｈａｔｔｈｅｐｓｐｈｍｓｅｉｓｉｎＶＰｉｎ(bandassignsitthe

structu唾(ii北

(i）Johnstruckthemasknowingalgebra．

(ii）［`John［ＶＰ［vpstmckthem］［ppasknowingalgebra]]］

Thesomewhatmarginalstatusof(13)ｍightbeduetotheadjmctionstTuctu唾of

theVPwhichmakesitalittledifYicultfore2杉ﾌｺﾉD0ytoc-commandハ”ｉｎ(13)．

However,wewiUnotbeconcemedwiththeanalysisofthestructureof(12),(13）

ａｎｄ６ｉ)．

３１nadditionto(l2LthefonowingsentencesmaybeCounter・examplestotheLC：

（i）？John`wasshowntlhimselfdin[hemirTor．（ＨａＹｋ（1985:19)）

（i⑩Theylseemtoeachotherdtdtobeintelligent（Oshima(1986)）

Whilehm8sE〃obviousIyccommandslin(i),itmaybedebatablewhether…jh

otjierc,commandsノｉｎ（ii)．ExampIeslike（iii）ｓｈｏｗｔｈａｔ“cﾉｉｏｌｈｅＴｄｏｅｓｃ・

ｃｏｍｍａｎｄｌｉｎ(i、：

(iii)・ItseemstohimlthatJohn`isbeingfO11owed．

Theexample(iii)canbeexdudedbytheBTに),whichrequiresanR(eferential)

expressiontobef7ee,undertheassumptionthatAi師ccommandsﾉｂｈ〃ｉｎ(iii）

despitethePPnodethatapparent1ｙｄｏｍｉｎａｔｅｓｍｈｉｍ，Ｉｏｗｅ（iii)ｔｏＯｓｈｉｍａ

（Pe屑onalcommunication）

４ＴｈｅmatrixsubjectpositionoftheTaisingconstmctionandthepassiveccn．

structionisanonth・position、Thepresenceofapleonasticelementsuchasflin

thispositionattestｓｔｈｉｓＳｅｅ(7)ａｎｄ(40)．

５TheSubjacencyConditionstatesthatmovementmaynotcrosstwoormore

barTieTs,buttheviolaticnofthisconditionisfairIytoIembIeincontrasttothe

violationoftheECP、

６ＩｎｗｈａｔｆＯｌｌｏｗａｗｅｗｉｌｌａｓｓｕｍｅｔｈｅＸ､barschemeproposedbyChomsky
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U986b).

７WewilIassumethedefinitionofba｢Tie庵ｇｉｖｅｎｉｎＣｈｏｍｓｋｙ（1986b),though

ChomskyU987)suggestsareviseddeIinition．

８（32）isdenvedaftertheapplicationoftheruleofCPdeletionThus,ｔｈｅＶ
Ｌｍａｒｋｓｔｈｅ(deleted)CPratherthanthelP、

９Ｏｓｈｉｍａ（peTsonaIcommunication）Ieadsmyattentiontothefactthat（16）ｉｓ
ｗｏｒｓｅｔｈａｎｐ唾dictedbytheSubjacencyCondition、WewiIlassumethatthe

violationofthe上h･cTiterionresultsinthelessergTammaticalitythanthatofthe

SubjacencyConditionlnotheTwords,thevioIationoftheconditionsonrepTesen‐
tationに.9.,theECPandtheth･criterion)ｉｓｍoreseriousthanthatofthecondi・
tionsonderivationに.９，theSubjacencyCondition)．

l0ButNakajima(1985)c1aimsthatbothNP-and叩A-tracesaresubjecttotheBT
（Ａ)ontheassumptionthatCOMPisaSUBJECT．
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甲南英文学会規約

第１条名称本会は，甲南英文学会と称し，事務局は，甲南大学文学部英文

学科に画く。

第２条目的本会は．会貝のイギリス文学・アメリカ文学・英贈学の研究を

促進し，会風間の親睦を計ることをその目的とする。

第３条事業本会は，その目的を連成するために次の事業を行う。

１．研究発表会および翻楓会

２．機関誌「甲南英文学」の発行

３．役員会が必要としたその他の事業

第４条組織本会は，つぎの会員を以て組織する。

１．一般会且

イ．甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）の修士課程の在

籍者ゥ学位取得者，および博士課程・博士後期課程の在籍者，学

位取得者または単位修得者

ロ．甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）および甲南大学

文学部英文学科の専任教貝

ハ．上記イ，ロ以外の者で，本会の会貝の推繭により，役貝会の承

盟を受けた者

２．名誉会風甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）を担当

して，退職した者

３．賛助会風

第５条役貝本会に次の役貝を置く。会長１名，副会長１名，評鍛風若干名，

会計２名，会計監査２名，椙集委貝長1名，幹事２名

２．役風の任期は，それぞれ，２年とし，Ⅲ任は妨げない。

３．会長､副会長は，役貝会の推禰を経て‘総会の承盟によって，こ

れを決定する。

４．評議貝は，第４条第１項イ，ロによって定められた会瓜の互選に

よってこれを選出する。

５．会計，会計監査，縄染委貝長，幹事は，会長の推爾を経て，総会

の承認によってこれを決定する。

６．会長は，本会を代表し、会務を統括する。

７．副会長は，会長を補佐し，会長に事故ある場合，会長の職務を代

行する。

８．評議貝は，会貝の意志を代表する。



８０

９．会計は、本会の財務を執行する。

1０．会計監杢は，財務執行状況を監迩する。
１１．網染委貝長は．梧築委貝会を代表する。
１２．幹事は，本会の会務を執行する。

第６条会計会計年度は４月１日から翌年３月３１日までとする。なお．会:十
級告は，総会の承盟を得るものとする。

２．会費は，一般会員について年間6.000円とする。
第７条総会総会は，少ぢくとも年１回二九を開値し，本会の、要事項を協

鍛，決定する。

２．総会は，一般会同の過半数以上を以て成立し、その決醗には出席
者の過半数以上の賛成を要する。

３．規約の改訂は，総会出席者の２/３以上の賛成に基づき，承認され
る。

第８条役貝会第５条第１項に定められた役員で柵成し、本会の迎営を円滑
にするために協躍する。

第９条網柴委貝会第３条に定められた事業を企画し実施する。
２．縄集委貝は，網某委貝長の推蘭を経て会長がこれを委咽する。定
風は，イギリス文学・アメリカ文学・英語学各２名とする。編奥委
貝長は．特別に専門委貝を委嘱することができる。

第10条顧問本会に顧問を逝くことができる。

本規約は，昭和５９年１２月９日より実施する。

この規約は，昭和62年５月30日に改定。
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｢甲南英文学」投稿規定

１．投稿謄文は未発表のものに限る。ただし，口頭で発表したものは，その

旨明記してあればこの限りでない。

２．蹟文は３部（コピー可）提出し，和文．英文いずれの鎧文にも英文のシ

ノプシス３部を添付する。ただし、シノプシスはＡ４判タイプ用紙６５スト

ローク×１５行（ダプルスペース）以内とする。

３．長きば次の通りとする。

イ．和文：横番Ａ４判400字詰め原稿用紙30枚程度

ロ．和文：ワードプロセッサーまたはタイプライターでＡ４判１５枚程度(１
枚40字×20行）

’､．英文：タイプライター（ダプルスペース）でＡ４判２５枚程度（１枚６５

ストロークｘ２５行）

４．書式上の注意

イ．注は原稿の末尾に付ける。

ロ．引用文には，原則として、択文はつけない。

ハ．人名，地名，書名等は，少なくとも初出の個所で原賠名を帯くことを

原則とする。

二．その他の書式については,イギリス文学,アメリカ文学の場合,ｍｅＡｆＬＡ

ＳｒｙｌｅＳｌｉ“Ｉ（邦駅「ＭＬＡ英語鯰文の手引」（北星堂)）に，英語学の場

合，LinguisticlnquiryStyleSheet(Lij2gw曲旋励卯iがｖ01.1）に従う
ものとする。

５．校正は，初校に限り，執餓者が行うこととするが，この際の訂正加筆は，

必ず植字上の誤りに閲するもののみとし，内容に関する訂正加鉦は認めな

い。

６．締切は９月末日とする。

７．投稿者は，投稿料を負担する娚合もある。



甲南英文学会研究発表規定

１．発表者は、甲南英文学会の会貝であること。

2．発表希望者は，発表要旨をＡ４判400字詰め原稿用紙３枚（英文の場合
は，Ａ４判タイプ用紙ダプルスペースで２枚）程度にまとめて，３部（コ
ピー可）提出すること。

3．詮衡および研究発表の割りふりは，「甲南英文学｣糧集委貝会が行い，詮
衝結果は，ただちに応募者に通知する。

4．発表時間は、－人３０分以内（質疑応答は１０分）とする。

甲南英文学 」Ｗ、３
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